
ジ
ッ
ク
な
雲
や
幻

想
的
な
海
を
バ
ッ
ク
に
咲
き
誇

る
コ
ス
モ
ス
が
漂
う
姿
は
、
夢

の
中
の
一
場
面
の
よ
う
で
あ
る

「
可
憐
に
み
え
る
コ
ス
モ
ス

が
夏
の
大
地
か
ら
芽
を
出
す
力

強
さ
に
感
動
を
覚
え
た
」
と
い

う
荒
木
さ
ん
の
絵
は
、
訪
れ
た

人
々
を
す
っ
か
り
魅
了
し
て
い

た
。

れ
て
い
る
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
。

こ
の
秋
、
ユ
ー
ハ
イ
ム
か
ら

新
発
売
の
〃
カ
マ
ン
ベ
ー
ル
〃

と
〃
ケ
ー
ゼ
ク
ー
ヘ
ン
〃
は
そ

ん
な
ケ
ー
キ
グ
ル
メ
に
お
す
す

め
の
一
品
と
い
え
る
。

カ
マ
ン
ベ
ー
ル
チ
ー
ズ
を
ベ

ー
ス
に
仕
上
げ
た
〃
カ
マ
ン
ベ

ー
ル
″
は
レ
ア
タ
イ
プ
。
ド
イ

ツ
風
の
コ
ク
の
あ
る
〃
ケ
ー
ゼ

ク
ー
ヘ
ン
″
は
ベ
ー
ク
ド
タ
イ

プ
で
、
い
ず
れ
も
千
五
百
円
。

お
好
み
で
、
ど
う
ぞ
。

■
お
求
め
は
大
丸
神
戸
店
内
「
チ
ー
ズ

ケ
ー
キ
マ
ル
シ
ェ
」
に
て

ａ

三
ｍ
一
三
②

☆
本
格
派
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
登
場

シ
ン
プ
ル
な
型
と
飽
き
の
こ

な
い
風
味
が
多
く
の
人
に
愛
さ

北野のニュースポット

ア
”
『

☆
北
野
町
の
〃
秋
桜
物
語
″

フ
ァ
ミ
リ
ァ
北
野
坂
ハ
ウ
ス

の
リ
ト
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
８

月
型
日
か
ら
”
日
ま
で
、
荒
木

幸
史
展
が
開
か
れ
た
。

■

ＳＰＥＣＩＡＬＭＥＳＳＡＧＥ

神戸百店会だより４

木箱もおしやれ

開
催
さ
れ
る
。

こ
れ
は
主
催
す
る
㈱
コ
ス
モ

ト
レ
ー
ド
ア
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
が

創
立
一
周
年
を
記
念
し
て
企
画

し
た
も
の
で
、
ピ
カ
ソ
、
シ
ャ

ガ
ー
ル
等
の
秀
作
版
画
や
ビ
ュ

ッ
フ
ェ
、
カ
シ
ニ
ョ
ー
ル
な
ど

一
線
で
活
躍
中
の
作
家
の
油
彩

・
水
彩
。
パ
ス
テ
ル
な
ど
約
伽

点
が
一
堂
に
集
う
豪
華
な
絵
画

展
。
会
場
で
は
、
同
時
に
特
別

販
売
会
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

折
し
も
今
年
は
、
フ
ラ
ン
ス

革
命
剛
年
。
駐
日
フ
ラ
ン
ス
大

使
館
の
全
面
的
協
力
を
得
て
行

な
わ
れ
る
本
格
的
な
催
し
だ
け

に
見
逃
す
手
は
な
い
。

回
問
い
合
わ
せ
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ

ル
宮
知
－
８
１
１
１

２
フ
ロ
ア
ー
の
六
Ｋ
１
フ
ロ

ア
ー
は
哩
席
が
丸
テ
ー
ブ
ル
を

囲
む
個
室
タ
イ
プ
な
の
で
、
グ

ル
ー
プ
で
の
利
用
に
も
最
適
。

北
野
ら
し
い
シ
ッ
ク
で
お
シ

ャ
レ
な
雰
囲
気
の
演
出
が
随
所

に
見
ら
れ
る
の
も
う
れ
し
い
。

田
神
戸
市
中
央
区
北
野
町
３
丁
目
畑
Ｉ

釦
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
１
ｌ
１
５
９
３

加
・
・
叩
Ａ
Ｍ
ｌ
６
・
・
ｍ
Ｐ
Ｍ
無
休''1蕊

庁罰

,Ｈ１押霧謹暁胃BＧ･=熟ｆ鍵鱈総…一語雲…,.-“。,鰯譲

一
鍔

コスモス・ファンタジー

小魚ｑ

フ
ァ
ン
タ

§

：

フランスの芸術の香りをどうぞ

○
℃
、
ｚ

☆
窓
か
ら
異
人
館
が
見
え
る

カ
フ
ェ
・
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ

ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
製
菓
経
営
の

カ
フ
ェ
・
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
北
野

店
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

場
所
は
「
風
見
鶏
の
館
」
の

向
か
い
。
窓
辺
に
腰
を
下
ろ
す

と
、
「
旧
白
い
異
人
館
」
が
望

め
る
と
い
う
絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ

ョ
ン
。
し
か
も
１
階
は
観
光
案

内
所
。
い
わ
ば
北
野
観
光
の
中

心
地
だ
。

自
然
光
を
う
ま
く
取
り
入

れ
、
明
る
い
ト
ー
ン
で
ま
と
め

た
店
内
は
、
お
シ
ャ
レ
な
女
性

好
み
。
特
製
ケ
ー
キ
も
人
気
が

上
々
。

１
１３８
１

諺
宛
『

☆
フ
ラ
ン
ス
熱
高
ま
る
な
か
で

「
巨
匠
絵
画
展
」
が

９
月
訓
日
よ
り
３
日
間
に
わ

た
っ
て
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

－
Ｆ
桜
の
間
特
設
会
場
で
「
現

代
フ
ラ
ン
ス
巨
匠
絵
画
展
」
が
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１
１３９
１

『
○
コ
○
い

⑤
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
文
化
教

室
の
お
し
ら
せ
。

初
め
て
の
方
で
も
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
て
楽
し
め
る
シ
ャ
ン
ソ
ン
教
室

毎
火
耐
鯛
軽
加
１
町
、
加
入
金
金

一
万
円
零
劃
料
辛
万
二
千
円
今

力
月
）
講
師
は
風
か
お
る
さ
ん

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
教
室
毎
木
曜
羽

叩
如
１
町
“
、
入
会
金
な
し

受
講
料
》
万
円
（
月
３
回
）

フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
教
室
生

花
を
使
っ
て
、
す
ま
い
を
演
出
し

て
み
ま
せ
ん
か
、
毎
月
第
１
．
３

金
蝿
浬
坤
、
ｌ
亜
“
”
入
会
金

な
し
受
講
料
五
千
円
材
料
費
実

災
二
千
円
程
度

裂
千
家
茶
道
教
室
由
緒
あ
る

ホ
テ
ル
茶
室
「
祥
国
」
で
の
お
け

い
こ
毎
木
曜
ね
”
ｍ
Ｉ
ｍ
ｍ

ｍ
の
間
で
、
入
会
金
二
千
円
受

調
料
六
千
円
（
初
級
）
七
千
円

（
中
級
）
八
千
円
〈
上
級
）
６
カ

月
講
習
終
了
の
方
に
は
喪
千
鎮
衷

元
の
詐
状
が
与
え
ら
れ
案
す
。

詳
細
は
両
０
７
８
．
３
３
１
．

８
１
１
１
迄
。

、
毎
回
多
彩
な
ゲ
メ
ト
を
む
か
え

て
好
評
の
サ
ロ
ン
・
ド
・
ポ
ー
ト

ピ
ア
公
開
識
座
。
今
回
は
作
家
の

五
木
寛
之
に
よ
る
‐
こ
こ
ろ
の
風

策
』
が
テ
ー
マ
。

「
青
春
の
門
」
「
蚕
ざ
め
た
瓜

を
見
よ
』
な
ど
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

の
他
、
「
風
に
吹
か
れ
て
」
等
の

軽
妙
な
エ
ッ
セ
イ
錐
に
も
人
気
が

あ
る
。
受
識
料
二
千
五
百
円
。

日
時
・
９
月
調
日
（
木
）
堀
時
半
ｌ

場
所
・
本
館
Ｂ
１
Ｆ
僧
楽
の
間

申
込
み
・
問
合
せ
は
サ
ロ
ン
・

ド
・
ポ
ー
ト
ピ
ア
事
務
局
衝
０

７
８
．
３
０
２
．
１
１
１
１
迄
。

⑥
木
誌
８
月
号
当
棚
で
細
介
い
た

し
ま
し
た
〃
源
氏
の
ゆ
か
り
展
〃

（
神
戸
元
町
風
月
堂
主
催
）
の
開

催
口
時
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

９
月
９
．
，
日
と
あ
ワ
た
の
は
、

、
月
返
日
ｌ
晦
日
で
す
。
場
所
は

ホ
テ
ル
ゴ
ー
プ
ル
リ
ッ
ッ
内
２
Ｆ

バ
レ
ン
シ
ア
ホ
ー
ル
。

関
係
者
各
位
に
は
、
多
大
な
ど

迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
。

こ
こ
に
訂
正
し
、
お
詫
び
い
た
し

ま
す
。

④
な
つ
か
し
い
日
本
の
歌
で
初
秋

の
雫
日
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か

〃
想
い
出
の
あ
の
歌
こ
の
歌
“
と

題
さ
れ
た
コ
ン
サ
ー
ト
が
９
月
晦

日
午
後
２
時
Ｉ
神
戸
元
町
風
月
堂

ホ
ー
ル
に
て
行
わ
れ
る
。
出
演
は

実
力
派
の
奥
田
良
一
・
全
席
３
千

円
。宮

３
３
１
．
３
８
３
８
へ

蕊

PE O P L E ＜7 4 ＞

［⑨Ｅ

蕊い; …。

鐸
嘱
・
《
か
》
：

iii 》
《
・
聡
“
》
一

Ｊ
砿
．
“

●クリエーターからプロデューサーに
榎本稔く元町画廊勤務＞
今年で創業7 0 年を迎える元町画廊に勤
める榎本さん。高校時代、美術部に在籍
していたことが縁でこの世界へ。画廊の
仕事はいわばプロデューサー、「固定観
念をもたずに、なるべく多くの作品を見
て目を養うことが大切ですね｡ 」と、自
分を磨くことに余念がない。
休日はアウトドアライフを楽しむアク

ティブ派でもある。

ＰＲＥＳＥＮＴ
CＯＲＮＥＲ

甲
応
募
方
法
、
葉
書
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
希

望
す
る
商
品
名
を
明
記
の
上
、
神
一
星
、
中
央
区
束
町

ｍ
Ｉ
１
大
神
ピ
ル
９
Ｆ
「
月
刊
神
戸
っ
子
」
神
戸
百

店
会
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
ま
で
ご
応
募
下
さ
い
。
９
月
末

日
消
印
ま
で
有
効
で
す
。
当
選
者
に
は
神
戸
っ
子
か

ら
当
選
葉
書
を
発
送
、
葉
書
を
持
っ
て
神
戸
っ
子
ま

で
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
り
に
お
出
か
け
下
さ
い
。
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雅ただようくつろぎの館

や･ 鍵尭瀧
ＴＥＬ(078)904=0781

敷地内から湧きでる
日本股古の尽呆･有賜温泉″

阪急ホテルチェーン

伺馬Ｉｰ ﾆ : 可一ホ弓ニル
ＴＥＬ(078)904-2295㈹

●
温泉と流芸と遊技場

萄馬へルズ制ヱン亨一
ＴＥＬ(078)904-2291

夏
ざ
か
り
、
８
月
、
湯
の
街
有
馬
温
泉
も

ま
さ
に
ピ
ー
ク
。
名
湯
と
美
味
し
い
山
の
幸

料
理
、
そ
し
て
心
を
な
ご
ま
せ
る
大
自
然
を

思
う
存
分
満
喫
し
て
い
る
家
族
連
れ
や
、
女

子
大
生
グ
ル
ー
プ
で
、
賑
っ
て
い
る
。

さ
て
、
８
月
２
日
は
、
そ
の
賑
い
も
一
段
と

華
や
か
さ
と
楽
し
さ
を
増
し
た
。
そ
れ
も
そ

欽山は典雅な

湯
け
む
り
見
聞
録
芋
式

あ
で
や
か
に
、

ゆ
か
た
美
人
勢
揃
い

審査員冥利とはよく貢ったもの

有日日でノミカリヨ３２
馬に、、ル１まあ日日
のは２初Ｌ二の。Ｉま。

そ
れ
も
そ

の
は
ず

日本風の館です

有馬の歴史を語り続ける｢ いで潟の宿」

美
女
、
緊
張
で
コ
チ
ン
コ
チ
ン
…

夏
の
恒
例
、
「
第
３
回
有
馬
ゅ
か
た
美
人
コ

ン
テ
ス
ト
」
が
催
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の

コ
ン
テ
ス
ト
、
毎
年
か
な
り
レ
ベ
ル
の
高
い

美
女
達
が
揃
っ
て
い
る
。
応
募
資
格
は
、
神

戸
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
満
肥
歳
以

上
の
女
性
で
あ
れ
ば
、
自
薦
。
他
薦
は
も
ち
ろ

ん
尋
未
婚
、
既
婚
も
問
わ
漆
い
と
い
う
、
門
戸

の
広
い
も
の
で
あ
る
。
案
外
、
そ
れ
が
秀
れ

た
美
女
が
集
ま
る
秘
訣
で
あ
る
の
か
も
…
。

今
年
も
美
女
達
が
醜
名
応
募
、
そ
の
う
ち

記
名
が
厳
し
い
書
類
審
査
を
ク
リ
ア
、
当
日

会
場
へ
釦
名
が
集
結
、
美
を
競
お
う
と
強
気

の
気
焔
を
吐
い
て
い
る
。

さ
て
、
美
女
を
審
査
す
る
、
紳
士
方
は
、
神

戸
市
経
済
局
観
光
課
長
中
西
研
一
氏
、
神
戸

国
際
観
光
協
会
専
務
理
事
室
田
民
雄
氏
、
同

誘
致
宣
伝
部
会
長
奥
田
真
弘
氏
他
６
名
。
今

日
は
、
ど
の
方
の
お
顔
も
一
一
コ
二
コ
と
楽
し

そ
う
。さ

て
、
コ
ン
テ
ス
ト
が
始
ま
っ
た
の
は
、

雨
の
た
め
予
定
時
刻
よ
り
遅
れ
る
こ
と
、
一

時
間
。
会
場
と
な
る
有
馬
温
泉
総
合
案
内
所

横
の
ス
テ
ー
ジ
付
近
は
、
夜
店
も
立
ち
並

ＴＥＬ(07 8 ) 9 0 4 - 3 6 5 5

ＴＥＬ(078)904-0622

TEL(078)904-0701㈹

会議ｾ ﾐ ﾅ ｰから御家族づれ燕
有島がﾗ ﾝ ﾘ ﾆ ﾎ ﾃ ﾙ

ＴＥＬ(078)904-0181

国際観光旅館

別館 失楽●敏山
銀水荘

140
別館楽山

湯の街
有馬歳時記

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



静寂さにつつまれた

び
、
す
っ
か
り
楽
し
そ
う
な
雰
囲
気
で
盛
り

あ
が
っ
て
い
る
。

「
さ
あ
っ
／
・
長
い
間
お
待
た
せ
し
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
コ
ン
テ
ス
ト
が
始
ま
り
ま
す
／
，
」

今
日
の
総
合
司
会
の
桂
蝶
六
さ
ん
・
吉
田
雅

子
さ
ん
の
元
気
な
ひ
と
声
で
ス
タ
ー
ト
し
た

主
催
幹
事
の
中
野
俊
男
氏
が
、
「
最
近
の

方
は
、
ゆ
か
た
を
着
慣
れ
て
ら
っ
し
や
ら
な

い
か
ら
、
今
日
初
め
て
着
る
人
も
い
る
ん
で

す
よ
…
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
た
が
、
な
る
ほ

ど
、
ゲ
タ
に
憤
れ
ず
少
し
歩
き
に
く
そ
う
に

登
場
す
る
美
女
の
多
い
こ
と
。
緊
張
の
た

め
、
ス
テ
ー
ジ
上
の
笑
顔
も
ぎ
こ
ち
な
げ
で

あ
る
。第

１
次
審
査
は
、
審
査
員
と
の
質
疑
応
答
、

「
正
直
に
答
え
て
下
さ
い
（
笑
）
。
あ
な
た
が

ハ
ネ
ム
ー
ン
で
行
き
た
い
所
は
？
」
「
も
ち

ろ
ん
、
有
馬
温
泉
で
す
／
」
「
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
へ
行
っ
て
か
ら
有
馬
温
泉
で
新
婚
の
疲

れ
を
癒
し
ま
す
／
」
「
今
年
の
選
挙
で
は
、
女

性
が
活
躍
し
ま
し
た
が
同
性
の
意
見
は
？
」

と
い
う
、
ハ
ー
ド
な
質
問
に
も
、
「
女
性
が

本
当
に
政
治
と
い
う
も
の
を
理
解
し
て
い
る

か
、
と
い
う
点
で
期
待
と
不
安
が
あ
り
ま
す
」

Ｒｂ日

蕊

湯けむりに伝える

と
知
性
的
に
対
応
。
第
２
部
は
有
馬
温
泉
オ

リ
ジ
ナ
ル
３
ピ
ー
ス
式
ゆ
か
た
を
個
性
豊
か

に
着
こ
な
す
と
い
う
も
の
。
も
と
も
と
こ
の

ゆ
か
た
、
裾
部
分
を
は
ず
す
と
シ
ョ
ー
ト
パ

ン
ッ
に
な
る
ユ
ニ
ー
ク
な
タ
イ
プ
。
現
代
娘

ら
し
く
、
す
ら
り
と
伸
び
た
脚
線
美
を
思
い

き
り
よ
く
見
せ
て
く
れ
、
そ
ろ
い
の
ポ
ー
チ

を
背
中
に
せ
お
っ
た
り
、
た
す
き
が
け
の
元

気
娘
に
な
っ
て
第
１
部
と
は
、
う
っ
て
か
わ

っ
て
楽
し
そ
う
。
総
て
の
審
査
を
終
え
、
い

よ
い
よ
籾
ゆ
か
た
レ
デ
ィ
ー
の
発
表
。
今
回

は
審
査
が
難
航
、
例
年
ゆ
か
た
レ
デ
ィ
ー
１

名
、
準
ゆ
か
た
レ
デ
ィ
１
２
名
の
計
３
名
の

と
こ
ろ
、
特
別
賞
１
名
を
加
え
、
計
４
名
に

決
定
。
栄
冠
に
見
事
輝
い
た
の
は
、
幸
田
愛

さ
ん
（
肥
）
、
杉
山
泰
子
さ
ん
（
型
）
、
北
浪
良

佳
さ
ん
（
蝿
）
、
そ
し
て
、
あ
り
ま
ゆ
か
た
レ

デ
ィ
ー
に
丹
波
増
澄
さ
ん
の
面
々
。
３
時
間

の
長
い
緊
張
か
ら
解
放
さ
れ
、
初
め
て
最
高

の
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
た
。
今
後
は
花
博
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
や
、
横
浜
博
キ
ャ
ン
。
ヘ
ー
ン
に

出
演
等
、
全
国
を
飛
び
回
る
予
定
。
一
年

間
、
４
人
で
力
を
合
わ
せ
て
活
躍
し
て
い
た

だ
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

これから１年、華やかな御活躍期待してます／
右から幸田さん、北浪さん、丹波さん、杉山さん。

くつろぎの宿

景勝高台の近代旅館
TEL<078)釦3-1.024

*漣り｡徽憩勘所坊
TEL(078)904-0551 TEL(078)904-0501㈹

テニスでいい汗

牒謄蓬とつぶり
結婚式場を完備しています

鐙伝統と楕武を誇‘
奏漁

自然の恵みを

TEL(078)904-0731ＴＥＬ(078)904-0675
ＴＥＬＥＸ５６２７－１１５

古家劇
国際観光旅館 政府登録国際観光旅館蛸Ｐ
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れんさい疑作リレー漫画⑩

刺
ﾐーー､N《

凸、

猫じゃらし「新｡ ネコの恩返し」
ラッキー植松仏

６６，１

、

お
じ
い
さ
ん
は

う
ど
ん
屋
を
や
っ
て

い
た
が
店
は

す
っ
か
り
さ
び
れ
て

い
た

L 一一

’
●

~ 一～

見や1,3、

ｉｉｉ
領の

五J 再呂託奉型ｒ』

勺勺
142

に
で
も
な
っ
て

く
れ
た
ら
少
し
は

お
客
も
増
え
る

か
も
知
れ
ん
の
．
オ

タ
マ
よ
、
お
前
が

●
●
③
②
、

ま
ね
き
ネ
コ 一一託

〉、
Ｐ，

６６，１

〜〉や
、
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む
し
ろ
《

人
々
は
一

気
味
悪
気
に

店
の
前
を

へ
《
』

一ー ｰ

そ
の
後
も
店
は

さ
び
れ
た
ま
ま

で
あ
っ
た

タ
マ
は

見
つ
か
ら
ん

か
つ
た
そ
う
な

お
じ
い
さ
ん
は
た
い
そ
う

心
配
し
て
探
し
た
が

ー

１

塁,§と:､｜人涛
動
虜~§ や夕

｜マ/ヘッ
<息！ 癖

勧
癖
勧

井
物あり

図

戸一

１１

通
り
す
ぎ
る

碓
一
力
雄
一

む
し
ろ
《

人
々
は
一

気
味
悪
気
に

店
の
前
を

143 垂

穂毛吃Ｊばくさ ／井
物１１

－〆

う 拶入
Ｉ

タ
マ
が

じ
っ
と
座
っ
て

お
っ
た
そ
う
な

そ
こ
に
は

古
ボ
ケ
た

パ
ジ
ャ
マ
を

看
た

Ｑ･）

鶴蝿
閉
g雷雲垂
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雲
公
演
。

季
ラ
ス
ト
シ

ユ
ー
ン
で
、
暗

池
雲
が
さ
り
、

ノ

朝
の
光
に
輝

園
・
※

☆
神
戸
室
内
合
奏
団

オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

９
月
別
日
（
木
）
岨
時
神
戸
外
国
倶
楽

第
船
回
目
の
演
奏
会
を
む
か

え
る
神
戸
室
内
合
奏
団
が
、
チ

ー
穏
蕊
識
驚
：
錘
エ
ロ
に

オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
な

う
。
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
と
ジ
ュ
ネ

ー
ブ
の
カ
サ
ド
国
際
コ
ン
ク
ー

ル
で
優
勝
し
た
彼
の
美
し
い
旋

律
が
奏
で
る
の
は
パ
ッ
ヘ
ル
ベ

ル
の
カ
ノ
ン
、
ボ
ッ
ケ
リ
ー
ニ

の
チ
ェ
ロ
協
奏
曲
二
長
調
な
ど

全
４
曲
。
秋
の
夜
長
に
流
れ
る

優
美
な
メ
ロ
デ
ィ
…
。

，
》
酷
』
一
画
医
，
舞
踊

☆
魅
力
あ
ふ
れ
る
夢
物
語

「
白
鳥
の
湖
」

９
月
調
日
（
木
）
把
時
卵
分
神
戸
文
化

大
ホ
ー
ル
Ｓ
席
売
切
Ａ
席
７
０
０
０

円
Ｂ
席
５
０
０
０
円
Ｃ
席
売
切

可
憐
な
妖
精
、
森
下
洋
子
が

〃
オ
デ
ッ
ト
″
に
扮
し
て
の
松

山
バ
レ
エ
団
、
籾
年
度
の
特
別

と
こ
ろ

が
が
無
罪
を

》
主
張
す
る

外
一
人
の
男

意
の
出
現
で

溌

Ｄ・ゴギュラン氏

いンギノレダ
てをユ・ニ
の招ラゴエ

１
１４４
１

く
大
地
が
唾
る
中
、
し
っ
か
り

と
抱
き
あ
う
オ
デ
ッ
ト
と
ジ
ー

ク
フ
リ
ー
ト
に
誰
し
も
が
感
動

を
覚
え
る
で
あ
ろ
う
。

“
捗
如
榊
岬
》
演
劇

★
俳
優
座
劇
場
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

十
二
人
の
怒
れ
る
男
た
ち

（
土
）
把
時
加
分
如
月
１
日
（
日
）
Ｍ

時
神
戸
文
化
中
ホ
ー
ル
一
般
３
２
０

０
円
会
員
２
８
０
０
円

舞
台
は
、
む
し
暑
い
陪
審
室

と
い
う
名
の
小
部
屋
。

そ
こ
で
は
今
か
ら
、
一
人
の

貧
し
い
少
年
に
対
し
有
罪
か
、

無
罪
か
、
評
決
を
下
す
論
議
が

は
じ
ま
ろ
う
と
し
て
い
た
。

予
備
投
票
は
ｎ
対
１
．
．
．
．
少

年
の
有
罪
は
疑
い
よ
う
が
な

い
。

年
の
初
演
で
は
ジ
ー
ン
・
ケ
リ

ー
ら
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
た
ブ

ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
大
ヒ
ッ
ト
作

品
。
日
本
の
ト
ッ
プ
ス
タ
ー
、

鳳
蘭
と
堺
正
章
に
よ
る
こ
の
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
は
新
し
い
旋
風
を

巻
き
お
こ
す
だ
ろ
う
。

鎮
古
塁
．

☆
松
竹
大
歌
舞
伎
公
演

９
月
配
日
（
金
）
お
時
、
旧
時
・
泌
日
（
土
）

Ⅲ
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー
ル
特
等
５
０

０
０
円
一
等
４
０
０
０
円
二
等
３
０

一
票
ま
た
一
票
と
無
罪
の
票
が

ふ
え
て
い
く
…
。
実
際
の
事
件

で
陪
審
員
を
つ
と
め
た
レ
ジ
ナ

ル
ド
・
ロ
ー
ズ
の
社
会
派
の
作

ロ
叩
。

陽蕊

議蕊蕊
・名〃踊潔僻帝, ﾐ 当謝騨駐いう群｢露響ず智

る
〃
弁
天
娘
女
男
白
浪
″
を
尾

上
菊
五
郎
、
坂
東
彦
三
郎
、
坂

東
八
十
助
が
、
又
様
々
に
変
化

に
と
ん
だ
振
り
が
工
夫
さ
れ
て

い
る
〃
吉
野
山
″
を
坂
東
三
津

五
郎
、
尾
上
梅
幸
が
演
じ
る
。

天
下
の
名
優
に
よ
る
名
舞
台
、

見
せ
場
、
聞
か
せ
ど
こ
ろ
が
随

所
に
…
。ｇ

ｏ
．

☆
「
松
方
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
」

ｌ
い
ま
塵
る
夢
の
美
術
館

日
）
神
戸
市
立
博
物
館
一
般
１
０
０

０
円
大
学
生
８
０
０
円
高
校
生
６
０

明
治
の
神
戸
経
済
界
の
巨
人

・
松
方
幸
次
郎
が
壮
大
な
ロ
マ

ン
と
巨
費
を
も
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
絵
画
を
収
集
し
た
「
松
方

名優勢ぞろい／
げく舞よ錦と
らり台う絵し約
れ広がなのた畑

☆
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
魅
せ
ら
れ
て
ヴ
ェ
ラ
」

加
月
６
日
（
金
）
ｌ
泌
日
（
月
）
新
神

戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
劇
場
Ｓ
席
６
５
０
０

円
Ａ
席
３
０
０
０
円
八
消
費
税
込
Ｖ

１
９
３
０
年
代
の
シ
カ
ゴ
・

ナ
イ
ト
・
ク
ラ
ブ
に
出
演
す
る

無
名
の
芸
人
ジ
ョ
ー
イ
と
か
つ

て
レ
ビ
ュ
ー
の
ス
タ
ー
だ
っ
た

秘
ヴ
ェ
ラ
が
く

ジ
リ
ひ
ろ
げ
る

手
大
人
の
恋
の

準
物
語
。

錦
１
９
４
０

＝

溌蕊鑑: 鐙懲
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益
： 動

ム
捧
癖
論

雄
隊
上
が
り

ミ
の
Ｌ
Ａ
市

ツ行
警
殺
人
課

ダ
刑
事
、
命

’
1４５
１

フ
ラ
ン
ス
料
理
店
。

な
く
、
セ
ク
シ
ー
な
関
係
を
ロ

マ
ン
チ
ッ
ク
に
描
く
。

★
「
ワ
ン
・
モ
ア
・
タ
イ
ム
」

９
月
中
旬
よ
り
「
ビ
ッ
ク
映
劇
』
に
て
ロ

ー
ド
シ
ョ
ー
一
般
１
６
０
０
円
大
高
生

１
３
０
０
円

☆
Ⅷ
ひ
ょ
う
ご
新
人
音
楽
家
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
Ⅱ

２
日
（
土
）
・
盈
日
（
土
）
９
時
県
民

小
劇
場
１
０
０
０
円

★
グ
ラ
ン
ピ
ア
・
コ
ン
サ
ー
ト
協
奏
曲

の
夕
べ
、
神
戸
Ⅵ

、
日
（
日
）
哩
時
釦
分
神
戸
文
化
中

ホ
ー
ル
１
５
０
０
円

★
日
本
・
西
ド
イ
ツ
音
楽
大
学
教
授
の

ジ
ョ
イ
ン
ト
・
コ
ン
サ
ー
ト

叩
日
（
日
）
巧
時
神
戸
市
立
博
物
館

講
堂
３
０
０
０
円

☆
池
田
信
一
ピ
ア
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル

哩
日
（
火
）
狛
時
新
神
戸
オ
リ
エ
ン

タ
ル
劇
場
２
０
０
０
円

★
古
元
万
夕
美
ソ
プ
ラ
ノ
・
リ
サ
イ
タ

ル哩
日
（
火
）
鵡
時
訓
分
県
民
小
劇
場

１
５
０
０
円

☆
金
昌
国
フ
ル
ー
ト
リ
サ
イ
タ
ル

晒
日
（
土
）
昭
時
鋤
分
神
戸
文
化
中

ホ
ー
ル
２
５
０
０
円

☆
神
戸
に
輝
け
技
冴
え
る
三
巨
匠

四
日
（
火
）
、
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
誌
１
５
０
０
０
脚
Ｓ
１
２
０
０

円
Ａ
９
０
０
０
円
Ｂ
６
０
０
０
円

Ｃ
３
０
０
０
円

園
夏 映

画如
代
の

り
子
連
れ
未

誠
亡
人
と
躯

ｗ
才
の
若
者

毒
の
ち
ょ
っ

ぴ
り
ア
ブ

知
ら
ず
の
リ
ッ
グ
ス
と
黒
人
刑

★
中
村
一
屋
雀
主
宰
・
近
松
座
公
演
「
夕

霧
阿
波
喝
門
」

９
日
（
土
）
昭
時
・
咽
時
尼
崎
ア
ル

カ
イ
ッ
ク
ホ
ー
ル
Ｓ
席
３
５
０
０
円

Ａ
席
３
０
０
０
円
Ｂ
席
２
０
０
０
円

☆
も
と
ま
ち
寄
席
恋
雅
亭

、
日
（
日
）
蝿
時
釦
分
元
町
風
月
堂

ホ
ー
ル
１
２
０
０
円

一
》
壱
壱
〈
へ
映
画

映
画
完
成
後
、
巷
を
流
れ
た

主
役
２
人
の
恋
の
ウ
ワ
サ
。
果

し
て
真
相
は
？
。

☆
「
リ
ー
サ
ル
・
ウ
エ
ポ
ン
２
」

ｌ
炎
の
約
束

９
月
下
旬
よ
り
「
朝
日
会
館
」
に
て
ロ
ー

ド
シ
ョ
ー
一
般
１
６
０
０
円
大
高
生

１
３
０
０
円

☆
地
人
会
公
演
「
花
い
ち
も
ん
め
」
「
風

の
如
く
に
」

１
日
（
金
）
躯
時
釦
分
２
日
（
土
）

皿
時
・
狙
時
釦
分
３
日
（
日
）
皿
時

シ
ー
ガ
ル
ホ
ー
ル
一
般
３
２
０
０
円

会
員
２
８
０
０
円

★
劇
団
自
転
舎
公
演
「
あ
の
大
璃
、
さ

え
倖
も
」

９
日
（
土
）
、
時
・
皿
日
（
日
）
皿
時

シ
ア
タ
ー
・
ポ
シ
ェ
ッ
ト
－
７
０
０

円☆
尼
崎
子
ど
も
剛
場
・
第
陥
回
例
会
・

ぬ
い
ぐ
る
み
人
形
劇
「
プ
レ
Ｉ
メ
ン
の

音
楽
隊
」
劇
団
こ
ぐ
ま
座

お
日
（
金
）
塑
時
・
灯
時
尼
崎
ア
ル

カ
イ
ッ
ク
ホ
ー
ル
６
０
０
円

☆
民
音
劇
場
「
花
ふ
た
た
び
」

☆
田
淵
幸
三
ピ
ア
ノ
・
コ
ン
サ
ー
ト

理
日
（
金
）
四
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
３
０
０
０
円

☆
神
戸
シ
ャ
ン
ソ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

型
日
（
金
）
皿
時
新
神
戸
オ
リ
エ
ン

タ
ル
劇
場
６
０
０
０
円
（
全
自
由
席
）

☆
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
ベ
ア
ー
ズ
第
２
回

定
期
演
奏
会

”
日
（
火
）
遍
時
県
民
小
劇
場
２

０
０
０
円

事
マ
ー
タ
フ
の
コ
ン
ビ
に
よ
る

ス
リ
リ
ン
グ
な
リ
ー
サ
ル
ア
ク

シ
ョ
ン
の
数
々
・
一
分
ご
と
に

手
に
汗
握
る
見
せ
場
の
連
続
の

ラ
ス
ト
は
…
。

☆
「
花
の
降
る
午
後
」

９
月
中
旬
よ
り
「
ア
サ
ヒ
シ
ネ
マ
ー
」
に

て
口
Ｉ
ド
シ
ョ
ー
一
般
１
６
０
０
円

大
寓
生
１
３
０
０
円

異
人
坂
、
洋
館
、
波
止
場
…

異
国
情
緒
あ
ふ
れ
る
港
町
・
神

戸
を
舞
台
に
、
女
と
女
の
、
そ

し
て
男
と
女
の
〈
熱
い
ド
ラ
マ
〉

が
始
ま
っ
た
。

神
戸
の
山
の
手
に
あ
る
老
舗

ＫＯＢＥ映画‘『
がと中・きヨァ
ま憎心典女ンヴ
じしに子主のイ
リみ恋を人若二

☆
大
丸
美
術
画
廊

ハ
デ
ィ
マ
・
フ
ッ
ク
ス
ニ
人
展

８
／
狐
１
９
／
５

☆
市
民
映
画
会
「
潤
の
街
」

鯛
日
（
木
）
・
調
日
（
金
）
躯
時
訓
分

鋤
日
（
土
）
皿
時
・
お
時
巧
分
・
醒
時

釦
分
シ
ー
ガ
ル
ホ
ー
ル
一
般
ｌ
Ｏ

Ｏ
Ｏ
円
会
員
８
０
０
円

錘
。
” 古

典
芸
能

即
日
（
水
）
皿
時
・
咽
時
釦
分
神
戸

文
化
大
ホ
ー
ル
一
般
４
８
０
０
円

会
員
４
０
０
０
円

謬

あ
う
。神

戸
市
の
全
面
協
力
、
神
戸

の
企
業
の
協
力
を
得
て
、
「
全

く
新
し
い
形
の
地
元
映
画
」
の

実
現
と
な
っ
た
。

☆
一
」
の
チ
ケ
ッ
ト
を
読
者
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
。
希
望
者
は
葉
書
に
氏
名
・
住
所
・
映

画
名
を
明
記
の
上
、
神
戸
っ
子
「
モ
ダ
ン

カ
ル
チ
ャ
ー
・
映
画
係
」
ま
で
。

嬢蕊懸鱗：鍵瀧識：羅塞瀧
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本
覚
坊
遺
文
『
千
利
休
』

日
本
映
画
を
書
き
た
く
な
っ
た
の
が
こ
の
映
画
。
か
ね
て
熊
井

け
ざ
ら

啓
と
い
う
人
を
毛
嫌
い
し
て
き
た
。
「
海
と
毒
薬
」
で
や
や
気
を

休
め
た
も
の
の
「
サ
ン
ダ
カ
ン
」
も
「
天
平
の
蓋
」
も
私
に
は
ぐ

っ
た
り
疲
れ
た
貧
し
き
力
作
。
そ
れ
で
熊
井
の
「
千
利
休
」
と
聞

く
だ
け
で
用
心
し
た
。
も
っ
と
も
熊
井
氏
と
は
個
人
的
に
は
映
画

友
達
で
六
年
ま
え
か
ら
彼
が
「
四
谷
怪
談
」
を
と
る
と
い
う
こ
と

で
〃
ほ
ん
ま
か
〃
と
御
本
人
の
ま
え
で
馬
鹿
に
し
た
。
と
こ
ろ
で

昨
年
来
、
こ
ん
ど
の
「
千
利
休
」
突
入
の
こ
ろ
私
と
逢
っ
た
そ
の

さ
い
に
も
『
四
谷
』
は
や
り
ま
す
と
念
を
押
さ
れ
た
。

×

さ
て
そ
の
熊
井
監
督
の
「
本
覚
坊
遺
文
・
千
利
休
」
を
見
て
熊

井
監
督
が
す
っ
か
り
出
来
て
き
た
こ
と
に
涙
し
た
。
も
っ
と
も
井

上
靖
の
原
作
が
良
く
、
依
田
義
賢
の
シ
ナ
リ
オ
が
生
き
た
せ
い
も

あ
ろ
う
が
、
こ
の
「
千
利
休
」
は
「
本
覚
坊
遺
文
」
の
肩
書
き
を
も

い

っ
て
恩
師
へ
の
あ
こ
が
れ
が
毒
」
の
映
画
の
な
か
に
生
き
貫
い
た
。

こ
の
映
画
は
本
覚
坊
こ
の
若
き
僧
が
千
利
休
を
あ
こ
が
れ
し
た

は
い

い
そ
の
う
し
ろ
姿
を
拝
し
追
う
と
｝
」
ろ
か
ら
始
ま
り
、
死
せ
る
利

休
の
あ
と
を
追
わ
ん
と
し
て
亡
霊
の
千
利
休
に
来
る
な
と
止
め
ら

れ
る
と
こ
ろ
で
終
る
。
こ
の
映
画
に
は
ひ
と
り
の
女
も
登
場
し
な

い
。
全
巻
は
茶
道
の
精
神
と
本
覚
坊
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
ん

西
洋
人
が
こ
れ
を
見
る
と
何
ゆ
え
に
千
利
休
に
こ
れ
だ
け
の
尊

げ
ん厳

が
あ
り
、
何
ゆ
え
に
茶
の
精
神
が
か
く
も
い
か
め
し
く
、
た
だ

の
い
つ
ぷ
く
の
茶
を
す
す
る
に
か
く
も
カ
タ
チ
を
守
る
の
か
と
い

ざ
も
ん

う
疑
問
よ
り
も
そ
の
疑
問
以
前
の
サ
ム
ラ
イ
の
世
界
と
茶
道
、
ひ

．'蝋慕寿。

三船敏郎以下、豪華キャスト。エキストラに至るまで一人
の女優も登場しない。

１
１４６
１

男
た
ち
の
お
茶
の
こ
と

型品生
鵠.型:品、

鍔
癖
識
癖
》
騨
識
癖
癖
膳
制
恥
了
》

い
て
は
千
利
休
な
る
も
の
へ
の
理
解
の
不
足
を
も
っ
て
こ
の
映
画

は
じ
め
か
ら
二
○
分
く
ら
い
は
、
わ
か
り
か
ね
る
か
と
も
思
う

が
、
こ
の
映
画
ぜ
ん
た
い
に
、
描
き
ぬ
か
れ
た
ニ
ッ
ポ
ン
と
サ
ム

ラ
イ
と
チ
ャ
ド
ウ
を
や
が
て
青
い
目
の
人
た
ち
に
も
か
す
か
に
、

や
が
て
、
き
び
し
く
、
わ
か
ら
せ
る
こ
と
で
私
は
こ
の
映
画
に
応

援
を
し
た
い
の
だ
。

×

い
ぐ
さ
に
出
陣
。
そ
の
ま
え
に
利
休
は
茶
を
立
て
る
。
勇
将
ひ

ぷ
く

と
り
ひ
と
り
が
一
服
の
茶
を
す
す
り
戦
場
に
立
つ
。
茶
と
は
何
か

茶
道
は
何
か
、
が
こ
れ
ら
の
シ
ー
ン
を
か
さ
ね
て
観
客
に
わ
か
ら

せ
て
ゆ
く
。
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蕊鷺

こ
の
映
画
で
は
太
閤
（
芦
田
伸
介
）
が
利
休
（
三
船
敏
郎
）
を

し
っ
と

し
た
い
な
が
ら
彼
の
権
力
に
嫉
妬
を
抱
く
。
こ
れ
が
こ
う
じ
て
利

休
が
自
ら
生
命
を
断
つ
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
太
閤
秀
吉
の
怒
り

に
ふ
れ
謡
概
雛
膳
か
こ
と
、
そ
し
て
死
に
遅
れ
た
と
悲
痛
の
織
田

ゆ
う
ら
く
さ
い

有
楽
斎
た
る
一
二
井
寺
の
僧
（
寓
屋
錦
之
介
）
が
自
宅
病
室
で
お
り

し
も
降
り
だ
し
た
あ
ら
れ
の
音
を
聞
き
な
が
ら
、
素
手
で
刀
を
用

ほ
ら
さ
ほ
う

い
ず
腹
切
り
の
作
法
を
も
っ
て
生
命
を
断
つ
…
：
・
と
い
う
ふ
う
に

古
田
織
部
（
加
藤
剛
）
そ
の
他
の
ハ
ラ
キ
リ
の
シ
ー
ン
も
あ
っ
て

と
う

西
洋
人
が
こ
れ
を
見
る
や
今
に
し
て
日
本
刀
の
｝
」
わ
さ
を
悟
る
で

さ
か
い

あ
ろ
う
が
、
太
閤
秀
士
ロ
の
怒
り
を
受
け
て
ふ
る
さ
と
堺
に
く
だ
る

Ｉ
・
に
毎
α
■
恥
尋
が
啄
彊
ｐ
ｑ
Ｎ
Ｉ
Ｉ
Ｊ
Ｆ
Ｆ
ｌ
・
ロ
、
呂
呂
．
に
Ｉ
．

可

蕊鱗
醒電露

蝿
翻
燭
鰯
鰯
鍵
緬
識
織
蝿
瑠
鋸
恥
盟

熱

そ
う

③
■
。

そ
れ
ら
の
シ
ー
ン
に
、
サ
ム
ラ
イ
や
僧
の
世
界
が
い
こ
じ
で
固
っ

て
い
る
ナ
ン
セ
ン
ス
を
笑
う
や
も
し
れ
ぬ
が
、
こ
れ
が
日
本
、
こ

さ
と

れ
が
サ
ム
ラ
イ
、
こ
れ
が
日
本
の
僧
、
こ
れ
が
仏
法
の
悟
り
の
覚

悟
の
こ
と
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
あ
た
り
演
出
も
巧
み
で

あ
っ
た
。

そ
れ
に
こ
の
映
画
す
べ
て
を
男
性
で
お
さ
め
ら
れ
て
い
た
。
見

て
い
る
と
ワ
イ
ラ
ァ
監
督
一
九
三
二
年
作
の
「
鉄
血
士
官
校
」
あ

る
い
は
フ
ォ
ー
ド
監
督
の
五
十
五
年
作
「
長
い
灰
色
の
線
」
な
ど

の
士
官
学
校
の
青
少
年
の
世
界
を
も
か
い
ま
見
る
よ
う
で
あ
る
が

し
か
し
こ
の
「
本
覚
坊
遺
文
、
千
利
休
」
に
は
日
本
の
四
季
が
秋

の
も
み
じ
、
春
の
桜
、
夏
の
み
ど
り
、
冬
の
雪
と
、
美
し
い
キ
ャ

メ
ラ
（
栃
沢
正
夫
）
で
お
さ
め
ら
れ
、
こ
の
映
画
中
で
の
ベ
ス
ト

あ
ん
し
つ

し
み
ず

シ
ー
ン
は
本
覚
坊
（
奥
田
瑛
二
）
が
貧
し
き
庵
室
の
前
の
清
水
の
流

れ
で
白
い
一
本
の
大
根
を
洗
っ
て
い
る
春
の
シ
ー
ン
で
あ
っ
た
。

じ

語
」
こ
に
男
の
世
界
が
匂
い
、
あ
た
か
も
学
生
が
自
す
い
を
し
て
い

る
か
の
親
し
き
感
じ
さ
え
出
し
た
。

●
白
●
・

太
閤
の
怒
り
を
受
け
た
の
は
、
千
利
休
の
そ
う
め
い
、
太
閤
へ
の

●
、
●
。

厳
し
き
い
ま
し
め
で
あ
っ
た
。
天
下
の
太
閤
に
は
↑
」
れ
は
我
慢
な

ら
ぬ
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
映
画
は
、
ひ
と
り
、
ひ
ょ
う

ひ
ょ
う
と
、
千
利
休
の
茶
室
を
覗
く
、
す
な
わ
ち
千
利
休
に
親
し

み
を
さ
え
求
め
て
い
る
孤
独
の
秀
吉
を
芦
田
が
見
事
に
演
じ
、
そ

し
て
誰
よ
り
も
見
事
で
あ
っ
た
の
は
本
覚
坊
を
演
じ
と
げ
た
奥
田

瑛
二
で
あ
っ
た
。

あ
こ
が
れ
て
、
し
た
っ
て
、
こ
の
世
に
あ
る
は
千
利
休
さ
ま
と

じ
に
ん

ば
か
ぃ
ソ
に
尊
敬
の
そ
の
千
利
休
自
匁
の
あ
と
三
井
寺
に
ひ
き
こ
も

り
、
一
生
を
千
利
休
そ
の
あ
が
め
し
た
っ
た
そ
の
人
の
思
い
出
を

記
す
と
い
う
生
涯
を
送
っ
た
こ
の
本
覚
坊
を
、
奥
田
瑛
二
は
目
の

動
き
手
の
動
き
歩
く
姿
そ
れ
ら
す
べ
て
の
な
か
に
あ
き
れ
る
ば
か

り
の
美
し
さ
、
し
お
ら
し
さ
、
悲
し
さ
、
そ
れ
ら
を
も
っ
て
演
じ

と
げ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
「
千
利
休
」
は
熊
井
監
督
の
今
日
ま
で
の
ベ
ス
ト
・
ワ
ン

で
あ
り
、
奥
田
瑛
一
一
の
ベ
ス
ト
。
ワ
ン
で
あ
り
、
依
田
義
資
の
シ

ナ
リ
オ
に
し
て
と
申
し
た
い
風
格
が
あ
っ
た
。
日
本
映
画
に
酔

い
、
日
本
映
画
を
か
く
語
り
う
る
こ
と
は
幸
せ
だ
。ｎ

ｊ

ｌ
４
１
イ
ー

｢ 海と毒薬」以来の監督・熊井啓、主演・奥閃瑛ニコンピの復活。来年２月2 8 日は千利休の四百年遠忌という
ことで、利休に関する映画化や出版の動きが盛んになっている。神戸では三宮劇場にて1 0 / 7 より公開。
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こんなに近くで演塞が聴ける

か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
る
。

是
非
一
度
、
ご
賞
味
を
。

回
神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
１
１
３
１
加

Ｐ
Ｍ
６
》
ｍ
ｌ
Ａ
Ｍ
４
ｍ
ｍ
濁
頚
－
０

４
５
０
日
曜
定
休

☆
Ⅱ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
南
館
、

三
宮
に
オ
ー
プ
ン

お
酒
落
な
広
東
料
理
の
店
と

し
て
人
気
を
集
め
て
い
る
ト
ァ

ロ
ー
ド
の
「
Ｔ
Ｅ
Ｉ
Ⅱ
Ｅ
」
が

７
月
即
日
、
三
宮
に
南
店
を
オ

ー
プ
ン
し
た
。
ト
ア
ロ
ー
ド
店

と
は
異
な
っ
た
趣
向
で
、
「
わ
い

わ
い
が
や
が
や
と
家
族
や
気
の

合
っ
た
仲
間
同
士
で
楽
し
め
る

三
宮

セ
ン
タ

ー
街
の

〃
み
ち

ぐ
さ
″

が
〃
サ

ッ
ク
“

ド
ナ
〃

と
改
名

2 コ軍転舞鶴難癖雛

r E 1 T E の若きスタッフたち

☆
具
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が

楽
し
い
た
こ
焼
き

ち
ょ
っ
と
面
白
い
お
店
・
た

こ
焼
き
バ
ー
「
タ
コ
ト
パ
ス
」

を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
た
こ

以
外
に
も
ツ
ナ
、
海
老
、
鮭
な

ど
必
種
類
の
具
を
用
意
、
お
客

さ
ん
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
え
て

く
れ
る
。
特
製
の
タ
レ
で
食
べ

る
の
は
格
別
。
そ
の
他
、
カ
ク

テ
ル
や
バ
ー
ボ
ン
も
置
い
て
あ

る
の
が
嬉
し
い
と
こ
ろ
。
た
こ

焼
き
＋
つ
き
出
し
＋
ド
リ
ン
ク

の
コ
ー
ス
も
あ
り
、
２
千
円
と

お
手
頃
。

ま
た
、
今
月
に
限
り
「
神
戸

っ
子
で
見
た
よ
」
と
言
っ
て
頂

け
れ
ば
、
総
額
の
、
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ

と
い
う
、
太
っ
腹
な
店
長
さ
ん

び
っ

か
れ
る
店
で
あ
り
、
神
戸
で
は

親
分
的
存
在
。
ジ
ャ
ズ
・
ス
ト

リ
ー
ト
未
体
験
の
方
は
、
一
見

の
楠
哩
但
あ
り
。
こ
の
日
、
北
野

は
熱
く
燃
え
る
。

ま
た
、
レ
ス
ト
ラ
ン
部
で
は

ヘ
レ
ス
テ
ー
キ
コ
ー
ス
（
５
千

円
）
に
人
気
が
あ
る
。

回
神
戸
市
中
央
区
中
山
手
通
１
‐
鋼
１
，

茸
測
１
２
０
５
５
．
７
０
０
９
Ｐ
Ｍ
５

配
釦
ｌ
Ａ
Ｍ
１
嘩
伽

これが噂のタコトパス

店
に
」
と
、
オ
ー
ナ
ー
始
め
若

手
ス
タ
ッ
フ
達
も
意
欲
満
々
。

一
品
料
理
は
卯
種
類
も
揃
っ
て

お
り
、
地
元
の
華
僑
の
人
も
本

場
の
味
に
つ
ら
れ
て
や
っ
て
来

る
と
い
う
。
値
段
も
非
常
に
お

手
頃
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
と

に
か
く
、
た
く
さ
ん
の
人
に
味

わ
っ
て
欲
し
い
、
と
の
こ
と
。

ｌ
必
見
／
・

画
神
戸
市
中
央
区
三
宮
町
１
１
７
１
９

Ａ
Ｍ
揃
罪
帥
Ｉ
Ｐ
Ｍ
加
矩
伽
（
月
晒
休
）

宮
訓
－
３
３
２
２

☆
ソ
ネ
が
改
装
，
連
日
連
夜
の

Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
／

北
野
坂
の
ラ
イ
ヴ
・
レ
ス
ト

ラ
ン
＆
バ
ー
「
ソ
ネ
」
が
お
店

が
広
く
な
っ
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

・
オ
ー
プ
ン
。
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

チ
ャ
ー
ジ
畑
円
で
、
連
日
Ｊ
Ａ

Ｚ
Ｚ
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
が
楽
し
め
る
。

如
月
に
催
さ
れ
る
恒
例
の
ジ
ャ

ズ
・
ス
ト
リ
ー
ト
の
本
部
が
置

た
。
用
意
さ
れ
た
形
や
色

の
中
か
ら
好
み
の
も
の
を

選
ぶ
ハ
ー
フ
・
オ
ー
ダ
ー

だ
が
、
そ
の
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ッ

ド
な
色
使
い
は
以
前
か
ら

人
気
が
あ
り
、
自
分
だ
け

の
も
の
が
作
れ
る
と
あ
っ

て
、
更
に
人
気
が
集
ま
り

そ
う
。
今
回
は
き
ん
ち
ゃ

く
型
の
バ
ッ
グ
と
小
物
入

れ
を
セ
ッ
ト
で
１
名
様
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
。

画
プ
レ
ゼ
ン
ト
ご
希
望
の
方
は
、

神
戸
っ
子
び
っ
と
い
ん
バ
ッ
グ

係
ま
で
、
住
所
、
氏
名
、
Ｔ
Ｅ
Ｌ

を
明
記
し
て
お
送
り
下
さ
い
。
当

選
の
方
に
は
葉
書
に
て
通
知
。
神

戸
っ
子
編
集
室
ま
で
お
越
し
頂
き

ま
す
。

燕蕊認懸ｖ鐘鵬 １
１４８
１

し
、
今
ま
で
の
バ
ッ
グ
一

辺
倒
か
ら
、
シ
ュ
ー
ズ
、

ポ
ー
チ
、
財
布
な
ど
の
オ

ー
ダ
ー
メ
イ
ド
も
出
来
る

店
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
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リ
ヨ
ン
の
本
店
が
あ
り
、
山
崎

社
長
が
北
野
界
隈
の
若
い
観
光

客
を
ね
ら
っ
た
出
店
だ
。

園
神
戸
市
中
央
区
北
野
町
４
１
１
１
勉

雷
”
－
１
７
７
０
Ａ
Ｍ
Ｍ
“
卵
ｌ
Ｐ
Ｍ
２

』
伽
（
昼
）
Ｐ
Ｍ
４
“
犯
１
９
地
卵
（
夜
）

☆
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の

お
い
し
い
旅
を

世
界
の
味
が
集
う
神
戸
の
街

で
哩
年
日
を
迎
え
た
ス
パ
イ
ス

レ
ス
ト
ラ
ン
〃
ぶ
は
ら
″
が
朝

日
会
館
前
の
杉
本
ピ
ル
に
移
転

オ
ー
プ
ン
し
た
。
オ
リ
エ
ン
タ

ル
ム
ー
ド
漂
う
店
内
は
、
認
席

☆
お
い
し
い
料
理
と
ワ
イ
ン
、

こ
れ
で
人
生
は
楽
し
め
る

フ
ラ
ン
ス
料
理
の
ル
ー
・
サ

ロ
メ
が
、
も
っ
と
ワ
イ
ン
を
楽

し
ん
で
も
ら
お
う
と
企
画
し
た

ワ
イ
ン
試
飲
会
が
７
月
９
日
、

お
い
し
い
ワ
イ
ン
を
、
銘
柄
以

上
揃
え
て
楽
し
く
ア
ッ
ト
ホ
ー

と
前
店
よ
り
か
な
り
広
い
。

ス
パ
イ
シ
ー
な
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
各
国
料
理
は
「
化
学
調
味
料

を
一
切
使
わ
な
い
」
松
山
道
夫

社
長
の
意
向
で
、
味
つ
け
も
現

地
に
近
い
本
格
派
。
店
内
の
ス

パ
イ
ス
Ｂ
Ｏ
Ｘ
に
は
、
常
時
百

種
近
い
天
然
の
ス
パ
イ
ス
が
揃

っ
て
い
る
。
シ
シ
カ
バ
ブ
や
カ

バ
ベ
ド
シ
（
ラ
ム
の
ス
パ
イ
ス

煮
）
八
各
二
千
円
Ｖ
、
サ
モ
サ

や
カ
リ
ー
中
心
の
ぷ
は
ら
コ
ー

ス
八
四
千
円
Ｖ
が
オ
ス
ス
メ
。

図
中
央
区
三
宮
町
２
１
２
１
２
杉
本
ピ
ル

２
Ｆ
雷
知
１
１
７
３
４
水
晒
休

ｎ
し
あ
わ
せ
の
村
に
デ
ヴ
ュ
ー

（
料
亭
・
鈴
江
姉
妹
店
）

和
風
レ
ス
ト
ラ
ン

か
り
ん
花
梨

し
あ
わ
せ
の
村
に
花
隈
の

料
亭
・
鈴
江
の
姉
妹
店
〃
花

梨
″
が
９
月
１
日
オ
ー
プ

ン
。
場
所
は
村
内
で
は
奥
の

方
に
あ
た
る
。
バ
ス
で
行
く

と
終
点
の
〃
し
あ
わ
せ
の
村

病
院
前
″
で
下
車
、
病
院
の

更
に
奥
の
〃
保
養
セ
ン
タ
ー

・
ひ
よ
ど
り
″
の
中
に
翻
あ

る
。〃

花
梨
″
は
「
手
軽
な
金
額

で
本
格
的
な
日
本
料
理
を
楽

し
ん
で
頂
こ
う
」
と
い
う
．

騨弓

…
．
… /瀞

鈴木

グラスを持って、にっこり

会席４０００円のコース

ン
セ
プ
ト
の
も
と
に
開
か
れ
た

お
店
で
、
確
か
に
メ
ニ
ュ
ー
を

見
る
と
、
昼
食
千
円
ｌ
、
夕
食

千
２
百
円
ｌ
、
会
席
３
千
円
ｌ

等
、
誰
で
も
気
軽
に
利
用
で
き

そ
う
。
そ
の
他
、
喫
茶
の
メ
ニ

ュ
ー
も
用
意
し
て
あ
り
、
料
理

の
メ
ー
ー
ュ
ー
と
合
せ
て
、
百
種

ム
に
開
か
れ
た
。
ワ
イ
ン
は
も

ち
ろ
ん
、
お
い
し
い
チ
ー
ズ
も

好
き
な
だ
け
味
わ
え
る
、
そ
ん

な
嬉
し
い
企
画
で
集
ま
っ
た
の

は
日
頃
ル
ー
。
サ
ロ
メ
の
料
理

に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
る
グ
ル
メ

達
ば
か
り
。
ワ
イ
ン
の
す
ば
ら

し
い
香
り
と
味
を
吟
味
し
な
が

ら
優
雅
で
知
的
な
日
曜
の
午
後

と
な
っ
た
。

国
神
戸
市
中
央
区
中
山
手
通
２
１
３
１
７

第
二
あ
な
も
ん
亭
ピ
ル

澄
狸
１
１
２
５
１

☆
ヤ
ン
グ
向
け
の

本
格
的
フ
ラ
ン
ス
料
理

９
月
幻
日
、
“
北
野
の
異
人
館

倶
楽
部
（
１
）
に
自
昌
関
①
号

囚
、
芽
旦
号
唇
冒
。
目
が
オ
ー

プ
ン
す
る
。
ジ
ャ
ン
ニ
・
ヴ
エ

ル
サ
ー
チ

を
使
っ
た

内
装
は
淡

い
色
使
い

で
、
し
か

類
近
く
の
〃
味
″
が
揃
っ
て

お
り
、
一
度
と
言
わ
ず
何
度

で
も
行
っ
て
み
た
く
な
っ
て

し
ま
う
。

ま
た
、
約
如
名
収
容
の
宴

会
場
も
あ
り
、
こ
こ
に
は
ス

テ
ー
ジ
も
設
け
ら
れ
て
、
カ

ラ
オ
ケ
も
楽
し
め
る
。
予
約

も
受
付
け
て
い
る
が
一
見
さ

ん
も
大
歓
迎
／
、
長
く
親
し

ま
れ
て
来
た
〃
鈴
江
″
の
味

を
継
承
し
た
〃
花
梨
″
の
料

理
を
、
是
非
ご
賞
味
あ
れ
ノ
．

尚
、
〃
ひ
よ
ど
り
″
内
に

は
宿
泊
設
備
も
あ
る
。

国
「
花
梨
」
営
叩
Ｉ
８
２
６
８

Ａ
Ｍ
７
坤
釦
ｌ
Ｐ
Ｍ
９
ｍ
ｍ

「
ひ
よ
ど
り
」
宮
畑
１
８
２
６
０
に

て
予
約
受
付
。

も
シ
ッ
ク
に
ま
と
め
て
あ
る
。

「
ヤ
ン
グ
に
も
ど
ん
ど
ん
本
格

的
な
フ
ラ
ン
ス
料
理
を
味
わ
っ

て
も
ら
お
う
と
、
ラ
ン
チ
コ
ー

ス
２
千
円
、
デ
ィ
ナ
ー
コ
ー
ス

２
千
８
百
円
１
４
千
８
百
円
と

信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
超
破
格

プ
ラ
イ
ス
で
提
供
し
て
ま
す
」

と
鈴
木
専
務
。

フ
ラ
ン
ス
料
理
と
は
い
え
、

肩
肘
は
ら
ず
に
気
軽
に
入
れ
る

店
と
し
て
人
気
が
出
そ
う
。

近
く
に
ビ
ス
ト
ロ
・
ド
ゥ
。

専務
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天風流に遊ぶ

鮪維豊寵駕
､ ‐′ののもが見園雛

☆
潮
風
に
吹
か
れ
て
…

税
関
前
か
ら
、
メ
リ
ケ
ン
パ

ー
ク
の
タ
ワ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

ま
で
の
国
道
２
号
線
沿
い
の
南

側
に
「
海
岸
通
り
プ
ロ
ム
ナ
ー

ド
（
遊
歩
道
）
」
の
一
部
が
完

成
、
レ
ン
ガ
色
の
ブ
ロ
ッ
ク
で

敷
き
つ
め
ら
れ
た
通
り
が
話
題

を
よ
ん
で
い
る
。

Ⅳ
キ
ロ
に
亘
る
プ
ロ
ム
ナ
ー

ド
の
う
ち
今
回
は
、
ｕ
キ
ロ
区

間
が
出
来
上
が
り
、
５
年
後
に

全
区
間
完
成
の
予
定
だ
。

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
に
は
扇
状
に

石
を
置
い
た
レ
ス
ト
。
ス
ペ
ー

ス
や
ブ
ロ
ン
ズ
の
彫
刻
が
あ

り
、
大
正
建
築
の
面
影
を
残
す

商
船
三
井
ビ
ル
や
海
岸
ピ
ル
な

ど
が
ゆ
っ
く
り
眺
め
ら
れ
る
。

潮
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
、
旧

居
留
地
の
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て

の
散
歩
は
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
な
ら
で
は

の
賛
沢
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。

に
行
わ
れ
る
ロ

院
し
い
日
常
を
忘
れ
、
し
ば

し
日
本
の
風
流
に
遊
ぼ
う
。

鶴
諏
榊
需
難
羅
訟
園

・
参
加
料
／
無
料
（
入
園
料
大
人
３
０
０

円
小
人
１
５
０
円
）

・
催
し
／
①
特
設
ス
テ
ー
ジ
（
ハ
ー
プ
演

奏
、
須
磨
琴
演
奏
他
）
②
展
示
コ
ー
ナ

訓
胎
彩
岬
〉
癖
細
認
鋤
池
北
》
心
畷
燕

口
型
淵
鈴
押
読
雛
獅
蕊
味

こ
い
問
合
せ
／
ラ
ジ
オ
関
西
プ
レ
ー
ン
ズ

☆
サ
ン
パ
ウ
ロ
か
ら
の

し
観
鶏
卵
唾
嘩
畦
副
寧
秋
の
芸
術

ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

霞爵

蕊
シックな通りに

１
１５０
１

☆
風
流
二
題
‐
お
月
見
な
ど
い

か
が

○
生
田
森
観
月
祭

毎
年
恒
例
の
生
田
の
森
の
観

月
祭
が
、
今
年
も
行
わ
れ
る
。

伝
統
的
な
日
本
の
風
流
に
浸

り
た
い
。

。
日
時
／
９
月
皿
日
（
木
）
午
後
６
時
受
付

・
場
所
／
観
月
祭
…
生
田
神
社
拝
殿

観
月
の
宴
／
生
田
神
社
会
館
大
ホ
ー
ル

・
初
穂
料
／
７
０
０
０
円
（
申
し
込
み
の

方
の
み
。
当
日
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
）

○
離
宮
公
園
月
見
の
会

昨
年
開
催
さ
れ
好
評
だ
っ
た

９
月
皿
日
（
木
）
烏

－
さ
ん
ち
か
で
、
〃
若
林
和
男
展

ｌ
サ
ン
パ
ウ
ロ
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
〃
が
９
月
型
日
（
木
）

１
ｍ
月
３
日
（
火
）
ま
で
開
催

さ
れ
る
。

若
林
氏
は
神
戸
で
生
ま
れ
、

故
田
村
孝
之
介
氏
の
下
で
絵
画

や
デ
ザ
イ
ン
を
学
ん
だ
後
、
渡

伯
。
以
後
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
作
家

活
動
に
励
み
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
近

代
美
術
展
金
賞
を
受
賞
す
る
な

ど
、
世
界
的
な
評
価
を
う
け
る

日
本
人
画
家
の
ひ
と
り
。

故
郷
・
神
戸
で
の
個
展
は
今

回
で
３
回
目
、
今
回
は
刊
年
か

ら
籾
年
ま
で
の
油
彩
蝿
点
、
版

画
加
点
が
展
示
さ
れ
る
。
加
年

第
十
七
回
市
民
の
福
祉
講
座
開
催

八
月
二
十
日
午
前
十
時
よ
り
神
戸
市

長
田
区
の
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー
で
多
く

の
参
会
者
の
も
と
に
開
か
れ
ま
し
た
。

ま
ず
藤
本
代
表
が
挨
拶
を
行
い
、
平
素

か
ら
の
皆
様
の
ご
支
扱
に
お
礼
を
申
し

あ
げ
る
と
共
に
、
運
動
の
し
お
り
百
号

出
版
を
控
え
そ
の
資
料
と
し
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
提
出
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

次
に
障
害
者
文
化
情
報
研
究
所
長
牧

口
一
二
先
生
が
「
ち
が
う
こ
と
こ
そ
ば

ん
ざ
い
」
と
題
し
共
に
生
き
る
社
会
を

め
ざ
す
運
動
を
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。
あ

る
町
の
ポ
ス
タ
ー
に
「
ト
ン
ボ
や
チ
ョ

ウ
の
い
る
町
に
、
蚊
や
ハ
エ
を
な
く
そ

う
」
と
書
い
て
あ
る
。
蚊
・
ハ
エ
・
ト

ン
ボ
・
チ
ョ
ウ
が
共
存
し
て
い
る
こ
と

を
知
ら
な
い
。
こ
う
い
う
矛
盾
に
満
ち

た
社
会
を
批
判
さ
れ
、
人
間
の
相
互
依

存
の
必
然
性
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
に
な
り
海
星
女
子
学
院
の
金
森

先
生
と
生
徒
さ
ん
が
、
中
三
の
修
学
旅

行
を
奉
仕
体
験
に
切
り
換
え
、
岡
山
市

の
福
祉
施
設
旭
川
荘
へ
行
か
れ
た
経
緯

や
貴
重
な
体
験
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
順
正
短
大
銭
本
三
千
年
先
生
が

障
害
者
に
学
ぶ
私
た
ち
の
未
来
社
会
と

し
て
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
ヘ
の
道

を
説
か
れ
ま
し
た
。
出
産
に
よ
る
障
害

や
斐
害
、
交
通
諏
故
、
高
令
化
に
よ
る

障
害
な
ど
障
害
の
な
い
人
は
少
い
く
ら

い
に
な
っ
た
。
一
方
、
競
争
社
会
の
弊

害
の
顕
著
な
今
日
、
人
間
の
原
点
に
適

っ
た
生
活
を
強
調
し
多
く
の
感
銘
を
与

え
ら
れ
ま
し
て
、
木
講
座
は
無
事
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

腿
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

曲
神
戸
市
中
央
区
御
幸
通
八
’
一
’
六

神
戸
国
際
会
館
一
階
郵
便
局
の
隣

○
七
八
’
二
三
一
’
二
一
一
四

観月祭「四人舞」

ヤ
ー
フ
リ

製作に励む若林さん
し記２４かさ祭
て念周開ん参
ギと年店ち加

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
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郡
町
の
し

足
ス
ト
ラ

鍔
ン
、
力

朝
サ
プ
ラ

ン
カ
ク
ラ
ブ
。
主
催
者
の
天
野

さ
ん
は
「
忙
し
い
現
代
人
の
潤

い
の
時
間
に
な
れ
ば
」
と
話
し

て
い
る
。

図
９
／
ね
（
火
）
⑬
（
水
）
Ⅲ
（
木
）

Ⅷ
Ａ
Ｍ
ｌ
８
Ｐ
Ｍ
（
最
終
６
Ｐ
Ｍ
迄
）
カ

サ
プ
ラ
ン
カ
ク
ラ
プ
に
て
。
問
合
せ
詞
０

７
８
１
２
４
１
１
３
３
５
５
天
野
剛
子

★
武
蔵
美
カ
ー
ニ
バ
ル

夏
の
名
物
パ
ー
テ
ィ
に

神
戸
の
ア
ー
チ
ス
ト
グ
ル
ー

プ
の
文
化
交
流
パ
ー
テ
ィ
が
盛

ん
だ
が
、
武
蔵
野
美
術
大
学
兵

庫
支
部
（
石
永
姶
一
支
部
長
）

が
開
く
パ
ー
テ
ィ
は
、
夏
の
集

い
の
名
物
に
な
っ
て
き
た
。

今
年
は
８
月
６
日
の
日
羅
日

に
、
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル

あ
じ
さ
い
の
間
で
約
血
名
が
集

っ
た
。司

会
は
井
上
尚
樹
と
高
沢
圭

一
さ
ん
。
元
町
画
廊
佐
藤
廉
さ

ん
の
あ
い
さ
つ
も
力
強
く
楽
し

問
の
画
家
の
軌
跡
が
発
見
で
き

る
展
示
構
成
は
、
若
林
氏
の
力

強
い
タ
ブ
ロ
ー
の
魅
力
を
倍
増

さ
せ
、
観
る
者
を
ひ
き
つ
け
る

で
あ
ろ
う
。

☆
芸
術
の
秋
に
向
け
て

１
口
Ｉ
ズ
ガ
ー
デ
ン
美
術
公
募
展
Ｉ

今
年
で
岨
回
を
迎
え
る
ロ
ー

ズ
ガ
ー
デ
ン
美
術
公
募
展
。
年

々
評
価
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、

今
回
の
日
程
等
詳
細
は
次
の
通

り
。・

テ
ー
マ
／
難
題

・
擬
入
日
／
、
月
躯
日
皿
恥
０
０
１

廻
恥
０
０
出
品
料
１
点
３
０
０
円

・
選
外
撒
出
／
加
月
理
日
皿
酎
０
０
１

ｍ
”
０
０

・
表
彰
式
／
、
月
溺
日
哩
》
０
０
１

・
審
査
員
／
赤
根
和
生
伊
藤
誠
泉
茂

小
泉
美
喜
子
佐
藤
廉
西
村
功

地
田
正
和
元
永
定
正
弓
倉
恒
男

・
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
夫
賛
…
賞
金
加
万
円

・
奨
励
賞
（
北
野
商
業
辿
合
貧
）
・
・
・
世
金

５
万
円

・
佳
作
（
２
点
（
財
）
神
戸
市
民
寺
花
振
興

財
団
賞
）
…
賞
金
３
万
円

・
元
町
画
廊
賞
神
戸
っ
子
賞

・
主
催
／
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
美
術
公
募
展

実
行
委
員
会

・
協
賛
／
（
財
）
神
戸
市
民
文
化
振
興
財
団

元
町
画
廊
北
野
商
業
迎
合
月
刊
郡

一
戸
っ
子

・
事
務
局
／
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ド
・
ラ
ペ

☆
コ
ー
ヒ
ー
に
は
ジ
ャ
ズ
が
良

く
似
合
う

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
人
気

ス
ポ
ッ
ト
、
Ｕ
Ｃ
Ｃ
コ
ー
ヒ
ー

博
物
館
で
８
月
５
日
’
８
月
訂

日
の
毎
週
土
・
日
曜
日
（
午
後

４
時
１
５
時
）
、
イ
ブ
ニ
ン
グ
ジ

ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
が
同
館
の
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
に
て
開
催

キ
を
味
わ
い
な
が
ら
の
、
ご
き

げ
ん
な
１
時
間
の
ジ
ャ
ズ
ラ
イ

ブ
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
。

神
戸
・
コ
ー
ヒ
ー
・
ジ
ャ
ズ

は
、
ス
ウ
ィ
ン
グ
感
い
っ
ぱ
い

の
最
高
の
ト
リ
オ
で
あ
っ
た
。

☆
若
手
画
家
の
手
助
け
を

靴
京
料
理
の
老
舗
、
神
仙
閣

の
菅
さ
ん
が
、
９
月
焔
日
南
京

町
に
美
術
画
廊
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー

線
」
を
オ
ー
プ
ン
す
る
。

唐
さ
ん
は
自
身
が
版
画
家
で

「
地
域
文
化
の
向
上
、
そ
し
て

場
所
柄
中
国
美
術
界
と
の
交
流

に
務
め
た
い
」
と
画
廊
を
始
め

た
き
っ
か
け
を
語
る
。
ま
た
「
若

手
画
家
に
は
、
な
る
だ
け
低
料

金
で
お
貸
し
し
た
い
」
と
も
。

場
所
は
南
京
町
の
裕
興
ピ
ル

２
Ｆ
・
恋
３
９
１
１
３
１
４
５

☆
お
酒
落
な
出
会
い
を
大
切
に

〃
花
と
シ
ネ
マ
と
音
楽
と
″

天
野
剛
子
さ
ん
主
宰
の
タ
カ

さ
れ
、
好
評
を
博
し
た
。

出
演
者
も
鍋
島
ト
リ
オ
、
池

田
ト
リ
オ
、
ボ
ー
カ
ル
の
滝
エ

コ
ア
ー
ト
ス
ク
ー
ル
が
「
籾
フ

ェ
ア
」
を
開
催
す
る
。

作
品
は
ア
ー
ト
・
ア
ン
テ
ィ

ー
ク
・
パ
ン
フ
ラ
ワ
ー
、
フ
ラ

ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
、
彫
金
で
展
示

即
売
だ
け
で
な
く
、
指
揮
者
の

朝
比
奈
千
足
氏
を
迎
え
て
、
映

画
音
楽
の
生
演
奏
と
お
話
を
交

え
た
優
雅
な
ひ
と
と
き
を
過
し

て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
趣
向
。

日
取
り
は
９
月
廻
、
週
、
狸

日
の
３
日
間
で
会
場
は
北
野

図
書

ガ
イ
ド

日
本
版

郡
画
院
の

暦
会
員
で

も
あ
り

ＵＣＣコーヒー博物館
と１りみおんリ
ケピぱなな子
１１コかじどさ

１
５１
１

著
者
は
言
う
。
本
書
で
は
和
年
に
本
誌

に
発
表
し
た
「
感
覚
情
報
で
街
の
創
造

題
を
追
求
し
、
独
自
の
〃
情
報
論
″
を

鐸
『
州
》
一
一
》
は
》
》
』
》
詞

見
る
視
点
が
違
う
の
は
当
然
で
、
文
化

自
ら
第
一
線
で
活
躍
す
る
経
験
豊
か

な
筆
者
が
各
地
を
歩
き
回
り
、
そ
こ
で

か
ら
の
意
見
を
織
り
混
ぜ
た
木
。

（
創
元
社
刊
１
２
０
０
円
）

缶
轟
》
認
》
罫
岬
》
冬
蛙
郡
隼
諏
雄

作
者
が
戦
中
に
自
費
出
版
し
た
詩
築

「
神
々
に
捧
げ
る
歌
」
と
鐙
近
作
と
を

戦
中
・
戦
役
・
近
作
の
三
部
椛
成
に
ま

と
め
て
あ
る
。
作
者
の
周
辺
の
出
来
ご

と
を
綴
っ
た
詩
築
で
、
「
面
会
」
「
冬
た

ん
ぽ
ぽ
」
な
ど
は
、
梢
最
の
み
を
描
い

て
い
る
よ
う
で
い
て
、
作
者
の
心
象
風

景
が
、
行
間
か
ら
鮮
や
か
に
浮
か
び
上

が
っ
て
来
る
。
こ
れ
は
作
者
自
身
の
心

の
叫
び
な
の
で
あ
る
。

（
思
潮
社
刊
２
０
０
０
円
）

；
情
報
論
ノ
ー
ト

梅
樟
忠
夫
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を
め
ざ
し
て
ｌ
と
い
う
テ
ー
マ

の
も
と
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、

９
月
８
日
、
神
戸
商
工
会
議
所

に
て
開
催
さ
れ
る
。

基
調
講
演
と
情
報
集
約
セ
ッ

シ
ョ
ン
か
ら
成
り
、
建
築
家
の

黒
川
紀
章
氏
が
基
調
講
演
「
未

来
へ
の
挑
戦
ｌ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
め
ざ
す
も
の
、
超

え
る
も
の
ｌ
」
を
テ
ー
マ
に
、

講
演
す
る
。

主
催
（
社
）
神
戸
青
年
会
議
所

☆
武
内
ヒ
ロ
ク
ニ
の
世
界
・
展

８
月
巧
日
１
即
日
ま
で
、
三

宮
本
通
の
ギ
ャ
ラ
リ
ア
蕊
で
武

内
ヒ
ロ
ク
ニ
氏
の
世
界
。
展
が

生
活

難
し 盛り上がったパーティ風景

１
１５２
１

☆
神
戸
市
制
Ⅷ
周
年
記
念
特
別

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

国
際
港
湾
都
市
と
し
て
、
大

き
く
成
長
し
た
神
戸
市
。
今
秋

Ｗ
Ｆ
Ｆ
の
開
催
も
控
え
、
ま
す

ま
す
の
発
展
が
期
待
さ
れ
る
が

Ｉ
パ
ワ
フ
ル
ベ
イ
エ
リ
ア
＆
世

議灘； い
宴
に
盛
り
上
っ
た
。

F Q 捧嵩ｄ毒害. 角理

も
の
が
建
て
ら
れ
る
。

産
を
つ
く
れ
ば
家
は
立
派
な

花時計グ
ル
メ
神
戸
を
売
出
す

中
国
の
諺
に
「
食
は
三
代
」

と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
生
活

に
な
る
。

い
の
が
食
べ
物
と
い
う
こ
と

。
衣
食
住
の
中
で
一
番

大
工
さ
ん
が
建
て
る
わ
け

/≦隅

は
単
に
美
味
し
い
も
の
を
食

べ
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、

そ
れ
を
通
じ
て
広
が
っ
て
い

く
様
々
な
文
化
、
例
え
ば
、

日
本
人
が
不
得
手
と
い
わ
れ

て
い
る
、
会
話
術
な
ど
が
磨

か
れ
て
い
く
も
の
だ
」
と
語

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
秋
ｎ
月

お
金
を
稼
い
で
財

武内さんの世界が
ぽのル吻合あ対こ
さ熱ギエる極そ
をっ｜ネ原に、

催
さ
れ
た
。

「
風
狂
の
如
く
生
き
、
な
ま
め

い
た
世
界
を
描
き
た
い
。
そ
し

て
、
神
戸
と
い
う
、
ま
る
で
全

体
が
空
調
さ
れ
た
よ
う
な
快
適

で
ク
リ
ー
ン
な
街
に
い
る
か
ら

伝
え
た
い
。
」
と
語
る
武
内
さ

ん
。
色
鉛
筆
で
描
か
れ
た
カ
リ

カ
チ
ュ
ア
は
、
聖
と
俗
、
そ
の

紙
一
重
の
間
に
揺
れ
動
く
危
う

さ
の
魅
力
を
あ
ま
す
と
こ
ろ
な

く
表
現
し
て
い
た
。

i 議鋳奪苧w篭瀞零霧蕊霧蕊

だ
か
ら
結
構
な
も
の
が
一
代

で
建
て
ら
れ
る
。

着
る
も
の
に
つ
い
て
は
本

当
に
い
い
趣
味
が
身
に
つ
い

て
衣
服
が
似
合
う
よ
う
に
な

る
に
は
親
子
二
代
は
か
か

る
。
そ
し
て
、
食
べ
物
、
こ

れ
は
本
当
の
味
が
わ
か
る
に

は
親
と
子
、
そ
れ
に
孫
の
代

ま
で
三
代
は
か
か
る
と
い

』
フ
。

つ
ま
り
食
文
化
は
そ
れ
程

底
の
深
い
も
の
で
あ
る
と
い

う
こ
と
だ
。
一
代
や
二
代
で

食
の
味
わ
い
は
わ
か
ら
な
い

と
い
う
の
だ
。
阪
大
教
授
、

山
崎
正
和
氏
も
「
グ
ル
メ
と

●
六
○
ｍ
ｍ
で
○
い
『

☆
９
月
調
日
（
金
）
よ
り
ｕ
月
４
日
（
木
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
て

〃
小
磯
良
平
作
品
展
″
が
開
催
。
故
小

磯
画
伯
の
ご
遺
族
よ
り
神
戸
市
に
寄
贈

さ
れ
た
作
品
知
数
点
が
展
示
さ
れ
ま

す
。☆

毎
日
新
聞
神
戸
ピ
ル
が
完
成
。
９
月

６
日
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
神
戸
平
安
の
間

で
披
露
宴
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
毎
日
新

聞
神
戸
支
局
（
浅
沼
進
支
局
長
）

卸
神
戸
市
中
央
区
栄
町
通
４
ノ
３
ノ
５

衝
叩
（
３
７
１
）
３
２
２
１

☆
９
月
皿
日
（
木
）
午
後
６
時
よ
り
、
生

田
神
社
（
加
藤
隆
久
宮
司
）
の
観
月
祭

が
。
観
月
祭
初
穂
料
７
千
円
。
お
問
合

せ
雷
叩
（
３
９
１
）
８
７
８
５

☆
株
式
会
社
黒
田
建
築
設
計
事
務
所
が

移
娠
。
〒
㈲
１
ｍ
中
央
区
京
町
”
番
地

ノ
ー
神
栄
ピ
ル
６
Ｆ
曾
肺
（
鋤
）
１
２
９

１
（
代
）
Ｆ
Ａ
Ｘ
叩
（
血
）
１
２
８
６

☆
日
本
児
童
文
芸
家
協
会
（
村
上
の
ぶ

子
支
部
長
）
が
、
支
部
結
成
十
周
年
記

念
出
版
パ
ー
テ
ィ
を
、
９
月
９
日
芦
屋

竹
園
ホ
テ
ル
三
階
コ
ス
モ
ス
で
開
き
ま

す
。エ

ル
ア
イ
シ
ー

★
Ｌ
Ｉ
Ｃ
（
青
木
幸
夫
社
長
）
は
、
国

際
交
流
会
館
７
階
よ
り
、
８
階
に
事
務

所
を
移
抵
拡
張
さ
れ
ま
し
た
。
〒
卸
中

央
区
港
島
中
町
６
丁
目
９
ノ
ー
貧
、

（
狸
４
０
０
９
（
代
）

☆
９
月
ｎ
日
（
月
）
正
午
よ
り
、
大
阪
・

国
立
文
楽
劇
場
で
、
家
元
松
本
尚
女
師

が
、
大
阪
芸
術
賞
受
賞
記
念
御
殿
慨
の

会
を
朋
催
。
創
作
〃
幽
の
美
″
で
、
サ

ヌ
カ
イ
ト
・
山
下
ツ
ト
ム
と
笛
／
藤
舎

推
峰
と
共
演
殖
地
唄
〃
古
道
成
寺
″
を

（
十
五
時
’
十
六
時
迄
）
舞
わ
れ
ま

す
。
主
催
／
な
お
め
会
Ⅱ
大
阪
ホ
テ
ル

プ
ラ
ザ
秘
書
窒
憲
肥
（
理
１
１
１
１

☆
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
田
淵
幸
三
さ
ん
が
や

９
月
翠
日
（
金
）
午
後
７
時
よ
り
、
神
戸

文
化
中
ホ
ー
ル
で
「
田
淵
幸
三
ピ
ア
ノ

コ
ン
サ
ー
ト
（
室
内
楽
の
タ
ベ
ピ
を

卵
催
（
皿
）
０
３
９
９

☆
ア
ー
チ
ス
ト
の
田
中
徳
喜
さ
ん
が
主

宰
す
る
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
コ
ス
モ
ス
が

左
記
の
住
所
に
移
転
し
ま
し
た
。
新
住

所
／
〒
剛
神
戸
市
中
央
区
多
聞
通
５
丁

目
１
１
錘
マ
ン
シ
ョ
ン
燕
川
那
君
０
７

８
（
３
７
１
）
０
３
２
０

氏
界
都
市

樟
〃
Ｋ
Ｏ

割
Ｂ
Ｅ
〃

の
飛
躍

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
秋
ｎ
月

Ｗ
・
Ｆ
。
Ｆ
事
業
の
一
環
と

し
て
〃
グ
ル
メ
フ
ェ
ア
″
が

企
画
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
一

神
戸
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
一

他
都
市
に
比
べ
確
か
に
一
頭
一

地
抜
い
て
い
る
。
が
、
神
戸
一

の
も
う
ひ
と
つ
の
魅
力
、
グ
ー

ル
メ
も
大
い
に
全
国
に
売
り
一

出
す
べ
き
だ
ろ
う
。
八
Ｍ
Ｖ
－

１
‐
ｉ
‐
１
１
‐
１
１

徳§ 霞
侭“虫耀篭羅 騨難

鵜繋

Ｉ蕊（
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串ヨ協
圃需輯鞘

金i塗

☆'８９Ｋｏｂｅｃｃｏｃｌｎｂｎｅｗｓ２７

愛暁者のためのコミュニケーションサロン

神戸っ子倶楽部新会員
継続会員ご案内

国神戸っ子倶楽部では、
います。会員の方には

ただ今会員を線
1 . 月刊神戸っ子」

狼し
を１
て
年

分お届けします。また、神戸っ子倶楽部の会報
として、「月刊神戸っ子一の誌面上に、「神戸っ
子倶楽部ニュース」を毎月掲戦、会員の動きな
ど様〃な情報を提供します。さらに年２回、文
化性の高いイベント（コンサーート、美術展、演
劇など）に特別制引または無料でご招待いたし
ます。年会蜜（入会金を含む）は１万円です。
神戸を愛する人たちのカルチャークラブｒ神
戸っ子倶楽部｣ 。あなたもご入会になって豊か
な神戸っ子ライブをお楽しみになりませんか。
会員の方は有効期限をお砿めのうえ、継統会
貝として年会斑をお納めください。
口入会申込・お問合せは一一
〒6 5 O 神戸市中央区束町1 1 3 ノ１大神ピル９Ｆ
テレホンサービス（2 4 時間）
ｒＥＬ・078-802‐･3531
サービスＮｏ．４８．ＢＯＸＮｏ．0 0 0 1 2

☆K o b e c c o c l u b 会員' 情報
松竹大歌舞伎公演
大立役者勢揃い、歌舞伎フ
アンなら見逃せません〃

1 割引特別御優待
９月2 2 日・２３F ! 、神戸文化ホー

ル大ホールで松竹大歌舞伎公演が
上演されます。今年の演目は、尾
上菊五郎で「弁天娘女男の白浪」
浜松屋から勢揃いまで、坂東三津
五郎が忠信を演ずる「吉野山」道
行初音旅、そして「鞘営｣ 。
「知らざあ言って…」の名ぜり

ふで有名な弁天小僧に、義経千本
桜とくれば、歌舞伎ファンならず
とも、是非観たいもの。この秋お
奨めの作品です。これを神戸っ子
倶楽部の会員様に全席１割引で御
優待。当日窓口で会員証を御提示
下さい。こんなチャンスは、滅多
にありませんよ〃口問合せ／神
戸っ子雪3 3 1 - 2 2 4 6 （担当金津）

坂
東
三
津
五
郎
（
左
上
）
坂
東
彦
三
郎
（
右
上
）
尾
上
梅
幸
（
左
下
）
尾
上
菊
五
郎
（
右
下
）
弁

天
小
偲
菊
之
助
（
下
） 患
霞

☆ミュージカル｢ 魅せられてヴェラ」
全席１割引で特別御優待
Ｓ席／6 5 0 0 円→5 8 5 0 円．Ａ席／3 0 0 0 円→2 7 0 0 円

1 0 月６日～2 3 日まで、新神戸オリエンタル
劇場で話題のブロードウェイミュージカル
「魅せられてヴニラ」が日本初上演。1 9 4 0 年
にジーン･ ケリーらによって演じられて以来、
繰り返し上演され大きな喝采を浴びている名
作。舞台は1 9 3 0 年代のシカゴ。ナイトクラブ
に出演する無名の芸人ジヨーイ（堺正章) が、
かつてのレピュースターで今は大海豪夫人の
ヴェラに出会うことにより華やかであやしげ
な恋物語が生れます。
この名作のチケットを１割引で、にしむら

劫岬ドより特別優待します。
記者会見風景図チケット御希望の方は希裟日時をにしむら瑚排北野店

鞭e１２４２劃6 7 . 2 4 2 戸1 8 8 0 へ御申し込み下さい〔現金引換）
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第
３
回綿

貫
宏
介
の
空
間

を
い
た
だ
い
て
、
や
っ
と
汗
が
引
い

も
よ
く
知
ら
な
い
が
、
伊
万
里
の
煎

の
色
を
か
け
た
よ
う
な
茶
碗
の
、
何

と
い
う
好
ま
し
さ
。

「
こ
れ
も
、
先
生
の
作
品
で
す
か

？
。
」

「
あ
あ
」
。
返
事
は
短
い
。

陶
芸
と
ガ
ラ
ス
工
芸
に
つ
い
て

は
、
岐
阜
県
の
多
治
見
、
佐
賀
県
の
伊

万
里
、
大
阪
な
ど
に
「
無
坊
庵
陶

林
」
を
開
い
て
い
る
。
そ
う
い
え

ば
、
こ
の
茶
室
も
、
ご
自
身
の
雅
号

も
「
無
坊
庵
」
で
あ
る
。

さ
な
え

作
務
衣
の
胸
も
と
を
少
し
は
だ
け

て
、
ど
っ
か
と
あ
ぐ
ら
を
組
ん
だ
綿

さ
ま
ざ
ま
な
庭
木
が
、
野
放
図
に
茂
っ
て
い
る
。
独
特

な
空
間
を
囲
い
込
む
よ
う
に
。

神
戸
市
東
灘
区
御
影
中
町
一
ノ
ー
五
ノ
セ
、
綿
貫
宏
介

（
わ
た
ぬ
き
・
ひ
ろ
す
け
）
さ
ん
の
居
宅
を
訪
ね
た
の

は
、
こ
と
さ
ら
暑
い
昼
下
が
り
だ
っ
た
。
庭
の
突
き
当
た

り
、
草
庵
の
茶
室
に
招
じ
上
げ
ら
れ
、
よ
く
冷
え
た
緑
茶

を
い
た
だ
い
て
、
や
っ
と
汗
が
引
い
た
。
焼
き
物
の
こ
と

は
じ
き

も
よ
く
知
ら
な
い
が
、
伊
万
里
の
煎
茶
茶
碗
に
土
師
器
系

るぽるた一じゆ輔戸

ふ
。
つ
ぼ
ロ
ブ

貢
さ
ん
は
、
古
武
士
の
風
貌
を
持
つ
。
聞
け
ば
一
二
浦
一
族

の
末
喬
だ
と
か
。
源
氏
の
息
の
根
を
止
め
て
北
条
政
権
を

支
え
た
三
浦
氏
の
硬
骨
ぶ
り
が
、
床
の
間
に
置
か
れ
た
鎌

か
ぶ
と

倉
時
代
の
兜
と
イ
メ
ー
ジ
を
ダ
ブ
ら
せ
る
。
数
多
い
著
作

に
「
戦
国
兜
集
」
が
含
ま
れ
て
い
る
の
も
、
武
将
の
血
を

引
く
せ
い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
骨
っ
ぽ
さ
が
「
物
一
一
応
ジ
テ
方
無
シ
」
と
い
う
荘

子
の
言
葉
を
、
生
き
方
と
し
て
選
ば
せ
た
の
だ
ろ
う
。
茶

有
井
基

八
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
－
Ｖ

１
１５４
１

御影の“無坊庵”で、自由人・綿貫さんのおもてなしを受ける有弁
さんと角田さん

室
の
入
り
口
に
、
自
ら
書
き
自
ら
刻

ん
だ
額
「
壷
日
愚
然
」
が
掲
げ
ら
れ

て
い
る
。

「
気
が
向
い
た
ら
こ
こ
へ
来
て
、

昼
寝
し
て
る
ん
で
す
よ
」

一
日
じ
ゅ
う
、
バ
カ
同
然
に
過
ご

し
、
そ
の
無
心
ゆ
え
に
事
あ
れ
ば
自

在
に
応
じ
る
。
物
事
に
こ
だ
わ
ら

ず
、
形
や
方
向
に
と
ら
わ
れ
ず
、
あ

な
た
ま
か
せ
の
風
ま
か
せ
。
こ
の
自

由
人
の
境
涯
が
「
無
坊
」
な
の
だ
。

そ
ろ
そ
ろ
、
心
当
た
り
の
方
も
、

お
い
で
だ
ろ
う
か
。
先
ほ
ど
、
お
茶
う
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鴬
，

蕊

慰譲篭

け
に
出
さ
れ
た
点
心
（
お
菓
子
）
を
売
る
店
、
鎌
倉
武
家

風
点
心
処
「
無
坊
庵
」
が
大
丸
神
戸
店
な
ど
全
国
十
数
カ

所
に
あ
る
こ
と
に
、
お
気
付
き
の
向
き
も
。
あ
の
、
菓
子

の
色
、
形
、
質
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
、
そ
し
て
店
舗
全
体
の
デ

ザ
イ
ン
の
す
べ
て
が
、
綿
貫
さ
ん
の
創
作
な
の
で
あ
る
。

本
高
砂
屋
の
「
果
心
庵
」
、
「
マ
ン
デ
ル
チ
ー
ゲ
ル
」
、
「
モ

ン
ロ
ワ
」
な
ど
一
連
の
和
洋
菓
子
も
そ
う
な
ら
、
一
九
八

八
年
度
〃
モ
ン
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
ア
テ
ネ
〃
で
金
賞
を

と
っ
た
「
沢
の
鶴
Ｒ
Ｏ
Ｃ
Ｉ
Ｏ
“
」
の
デ
ザ
イ
ン
も
。
ま

た
、
丹
波
の
銘
酒
「
小
鼓
」
の
容
器
、
箱
、
チ
ラ
シ
ば
か

さ
ん
こ
ぐ
ら

り
か
、
酒
づ
く
り
の
伝
統
を
生
か
し
た
「
一
二
鼓
蔵
」
の
建
築

デ
ザ
イ
ン
も
。
い
や
は
や
、
目
に
触
れ
る
も
の
こ
と
ご
と

く
を
、
意
の
ま
ま
に
つ
く
り
変
え
る
魔
術
師
さ
な
が
ら
。

茶
室
を
出
て
母
屋
へ
。
家
具
・
調
度
・
装
飾
品
の
す
べ

て
が
、
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
〃
綿
貫
宏
介
イ
ベ
リ
ア
・
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
〃
で
あ
る
。

昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
初
頭
、
関
西
学
院
大
学

古武士の風貌を持つ綿貫宏介さん

国圏

大
学
院
政
治
科
研
究
室
か
ら
、
外
交
史
研
究
の
た
め
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
の
リ
ス
ボ
ン
大
学
に
留
学
。
以
来
十
五
年
余

り
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ス
ペ
イ
ン
を
足
場
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

ア
フ
リ
カ
、
南
米
を
歴
遊
し
た
。

「
た
ま
た
ま
そ
の
時
、
メ
キ
シ
コ
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
政
府

の
招
待
留
学
の
話
が
あ
っ
た
の
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
方
に
行

っ
た
ま
で
。
パ
リ
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
行
か
な
か
っ
た
の

は
日
本
人
の
居
な
い
と
こ
ろ
に
行
き
た
い
っ
て
の
が
本
音

だ
っ
た
か
ら
」

こ
の
間
、
・
気
ま
ま
に
絵
を
描
い
た
。

「
大
悟
は
師
を
存
せ
ず
と
い
い
ま
す
ね
。
誰
に
師
事
し

た
わ
け
で
も
な
い
。
絵
な
ん
て
二
歳
の
子
で
も
描
き
ま

す
。
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
続
い
て
い
る
、
と
い
う
と
こ
ろ
で

し
ょ
う
か
」

絵
を
描
く
、
と
い
う
意
識
は
、
さ
ら
さ
ら
な
い
。
生
き

ざ
ま
そ
の
も
の
が
芸
術
だ
と
考
え
た
い
、
と
い
う
。
だ
か
ら

「
い
ま
、
何
を
描
い
て
い
る
ん
で
す
か
？
と
聞
か
れ
た

ら
、
セ
ン
ズ
リ
か
い

て
ま
す
、
っ
て
い
っ

て
や
る
の
。
形
ば
っ

か
り
う
ま
そ
う
に
描

く
よ
り
、
セ
ン
ズ
リ

の
方
が
純
粋
で
す

よ
。
そ
う
思
い
ま
せ

ん
か
」て

な
セ
リ
フ
が
、

ポ
ン
ポ
ン
飛
び
出

す
。滞

欧
中
の
作
品

は
、
リ
ス
ボ
ン
国
立

近
代
美
術
館
を
始
め

５
１
５
１
１
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■

リ
ス
ボ
ン
時
代
の
絵
と
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

分
野
で
、
こ
れ
ほ
ど
す
ぐ
れ
た
業
績
を
残
す
こ
と
が
、
ど

う
し
て
可
能
な
の
か
。

し
お
り

無
坊
庵
の
菜
に
は
ｌ

「
わ
ざ
、
さ
び
、
渋
さ
、
い
わ
ゆ
る
〃
閑
″
の
心
底
を

茶
禅
一
味
の
点
心
に
凝
集
、
か
つ
、
具
現
い
た
す
べ
く
試

み
お
り
ま
す
存
念
」

と
記
さ
れ
て
い
る
が
認
ナ
ゾ
解
き
の
カ
ギ
は
、
む
し
ろ

書
に
あ
り
そ
う
な
気
が
す
る
。
「
真
の
書
家
は
、
や
は
り
自

然
を
友
に
し
、
天
地
を
友
に
す
る
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
い
っ
た
の
は
武
者
小
路
実
篤
だ
が
、
綿
貫
さ
ん
の

書
を
眺
め
て
い
る
と
、
古
代
中
国
の
隠
士
を
想
う
。

「
綿
貫
宏
介
の
空
間
」
と
題
す
る
作
品
集
に
よ
れ
ば

「
書
に
お
い
て
は
、
年
来
の
老
荘
東
洋
思
潮
へ
の
断
ち

難
き
傾
倒
か
ら
、
契
・
金
石
・
古
・
糟
・
蒙
文
な
ど
を
も

っ
て
す
る
特
異
の
、
い
わ
ゆ
る
〃
無
坊
庵
拓
本
″
の
境
を

ひ
ら拓き

：
…
・
」

と
あ
る
。
宇
宙
の
混
沌
そ
の
も
の
が
無
な
ら
、
そ
の
混

沌
を
整
理
す
る
過
程
で
立
ち
現
わ
れ
る
の
が
有
、
だ
と
す

る
の
も
一
つ
の
考
え
方
だ
ろ
う
。
綿
貫
さ
ん
が
、
そ
の
考

え
の
上
に
立
っ
た
と
は
云
い
き
れ
な
い
が
、
も
の
を
創
り

出
す
こ
と
で
人
間
の
根
源
に
近
づ
こ
う
と
す
る
衝
動
は
、

否
定
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
フ
リ
カ
の
各
地
美
術
館
に
買
い
上
げ
ら

れ
、
計
三
十
九
点
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

「
外
国
で
は
国
が
作
品
を
買
っ
て
く
れ
て
、
国
に
食
わ

し
て
も
ら
っ
た
よ
う
な
も
ん
で
す
」

そ
れ
に
比
べ
て
日
本
は
、
と
い
わ
な
い
と
こ
ろ
が
、
ま

た
、
こ
の
人
ら
し
い
。

会
話
に
間
が
あ
く
と
、
す
か
さ
ず
有
線
放
送
の
ス
イ
ッ

チ
を
入
れ
た
。
小
唄
が
流
れ
る
。
し
ば
ら
く
し
て
民
謡
に

切
り
換
え
る
。
三
味
線
に
つ
ら
れ
て
、
ア
フ
リ
カ
の
太
鼓

を
引
き
寄
せ
、
本
棚
に
ヒ
ョ
イ
と
掛
け
て
、
バ
チ
で
拍
子

む
げ

を
と
り
、
民
謡
に
合
の
手
を
入
れ
る
。
融
通
無
碍
。
何
に

で
も
遊
び
を
み
つ
け
て
楽
し
ん
で
し
ま
う
。

二
階
の
一
室
は
イ
ベ
リ
ア
古
民
芸
品
や
自
作
の
絵
画
、

彫
刻
、
陶
芸
、
ガ
ラ
ス
工
芸
、
書
を
配
し
た
真
ん
中
に
、

ゆ
っ
た
り
座
れ
ば
、
ス
テ
レ
オ
の
音
響
に
包
み
込
ま
れ
る

仕
組
み
だ
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
に
ま
じ
っ
て
〃
ポ
ル
ト
ガ

ル
の
落
語
″
も
あ
り
、
そ
の
解
説
も
、
す
っ
か
り
落
語
口

調
で
あ
る
。

創
作
活
動
に
し
て
も
、
た
ぶ
ん
に
遊
び
と
シ
ャ
レ
の
お

も
む
き
が
濃
い
。

「
例
え
ば
、
築
刻
と
建
築
デ
ザ
イ
ン
と
菓
子
の
創
作
を

同
時
に
頼
ま
れ
た
と
し
て
も
、
ど
れ
か
ら
手
を
つ
け
よ
う

な
ん
て
思
わ
な
い
ん
で
す
。
三
つ
並
べ
て
同
時
に
や
っ
て

し
ま
い
ま
す
か
ら
」

和
紙
を
つ
く
り
、
画
集
な
ど
十
八
冊
に
及
ぶ
著
作
を
始

め
と
す
る
装
禎
を
や
り
、
さ
ら
に
は
染
・
識
ま
で
手
が
け

る
。
能
州
紬
の
織
元
。
蒜
芸
苑
で
「
無
坊
庵
の
き
も
の
・

か
た
ち

誉
市
」
、
京
都
の
宮
井
で
は
染
小
物
・
無
坊
庵
「
日
本
ノ
象
」

を
発
表
し
、
上
品
な
美
し
さ
で
、
き
も
の
界
に
衝
撃
を
も

た
ら
し
た
こ
と
も
記
憶
に
新
し
い
。

そ
れ
に
し
て
も
、
一
個
の
人
間
が
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
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点
心
処
「
無
訪
庵
」
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
類
、
Ｄ
Ｍ
類
が
第

十
回
日
本
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
記
念
展
大
賞
と
第
一
回

全
日
本
Ｄ
Ｍ
大
賞
を
受
け
た
の
を
機
に
、
昨
年
秋
、
友
人

の
則
岡
弘
士
さ
ん
（
第
一
貿
易
社
長
）
角
田
嘉
弘
さ
ん

（
内
外
特
許
事
務
所
長
）
た
ち
に
よ
っ
て
、
株
式
会
社
・

無
坊
庵
宗
家
が
設
立
さ
れ
た
。

綿
貫
さ
ん
の
創
作
活
動
を
、
広
く
知
ら
し
め
、
商
品
化

す
る
た
め
で
あ
る
。

「
作
品
世
界
が
あ
ま
り
に
も
広
す
ぎ
る
た
め
、
総
合
し

て
〃
無
坊
庵
、
綿
貫
宏
介
の
空
間
″
と
し
か
表
現
で
き
な

い
ん
で
す
。

建
築
設
計
か
ら
小
物
入
れ
や
ハ
ン
カ
チ
ま
で
、
無
訪
庵

だ
け
に
し
か
な
い
も
の
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
欲
し
い
の

158

で
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
な
ん
か
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
適
切

で
し
ょ
う
ね
」

則
岡
さ
ん
、
角
田
さ
ん
が
熱
っ
ぽ
く
夢
を
語
る
傍
ら

で
、
綿
貫
さ
ん
は
泰
然
自
若
。
長
い
キ
セ
ル
に
紙
巻
タ
バ

コ
を
詰
め
て
、
プ
カ
リ
と
吹
か
し
て
い
る
。

あ
く
ま
で
自
然
体
で
い
て
、
存
在
自
体
が
芸
術
、
と

は
、
こ
ん
な
風
景
を
い
う
の
だ
ろ
う
か
。

有井さんの皮のバッグに、さっそく綿貫
さんが焼ごてで手づくりの刻印を･ ･ ･ 。
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１
１５９
１

贈
っ
て
喜
ば
れ
る

花
見
屋
の
浮
世
あ
ら
れ

1哩露

一魯錘譜識

花
見
屋

元
町
店
・
中
央
区
元
町
通
２
１
６
１
６

ｎ
Ｅ
Ｌ
（
０
７
８
）
３
３
１
．
０
８
７
３
無
休

伝
統
の
味
、
良
質
の
も
ち
米
と
醤
油
を
使
っ
て
、
一
枚
一
枚
焼
き
あ
げ

た
手
焼
き
の
お
か
き
に
は
、
独
特
の
歯
ご
た
え
と
香
ば
し
さ
が
あ
る
。

日
本
茶
で
過
ご
す
ひ
と
と
き
、
浮
世
あ
ら
れ
を
は
じ
め
、
花
見
屋
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。
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